林有章と養嗣子の賴三郎 －「林氏墓所」を中心にして－ by 内海 孝 & ウツミ タカシ
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は
じ
め
に
横
浜
専
門
学
校
が
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
四
月
、
返
還
を
要
し
な
い
給
費
生
制
度
を
開
始
し
た
。
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
、
学
校
当
局
は
前
年
度
か
ら
一
八
名
の
「
顧
問
」
を
構
成
員
と
し
て
「
奨
学
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
歴
史
的
経
緯
と
意
味
の
深
さ
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
論
考
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る）1
（
。
論
考
の
、
影
の
主
人
公
の
ひ
と
り
は
、
横
浜
専
門
学
校
初
代
学
校
長
の
林
賴
三
郎
（
一
八
七
八
―
一
九
五
八
）
で
あ
る
。
論
考
抜
刷
が
で
き
あ
が
る
や
、
墓
前
に
捧
げ
た
か
っ
た
。
ま
ず
は
賴
三
郎
生
誕
地
の
旧
忍
藩
城
下
を
訪
ね
、
そ
の
後
、
熊
谷
市
の
「
熊
谷
寺
」
墓
所
を
探
す
こ
と
に
な
る）2
（
。
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
熊
谷
駅
の
駅
周
辺
案
内
図
は
、
め
ざ
す
と
こ
ろ
の
墓
地
「
熊
谷
寺
大
原
墓
地
」
は
な
い
。
熊
谷
寺
に
向
け
歩
く
途
中
、
旧
中
仙
道
で
お
見
掛
け
し
た
古
老
に
お
聞
き
す
る
。
老
舗
の
そ
ば
屋
、
清
気
庵
の
ご
主
人
は
「
八
木
橋
」
の
、
そ
の
先
で
、
あ
っ
ち
の
方
だ
よ
と
右
か
ら
左
へ
指
さ
す
。
あ
っ
ち
と
い
わ
れ
て
も
、
見
当
が
つ
か
な
い
。
八
木
橋
と
い
う
デ
パ
ー
ト
が
あ
る
ら
し
い
。
そ
こ
の
信
号
を
右
折
し
、
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
よ
。
い
ま
か
ら
行
く
の
か
い
と
い
わ
れ
る
。
四
月
二
五
日
午
後
四
時
半
、
一
時
間
ぐ
ら
い
は
ま
だ
明
る
い
。
行
く
し
か
な
い
。
大
原
墓
地
を
知
っ
て
い
る
人
に
出
会
わ
な
い
。
信
号
で
バ
イ
ク
の
郵
便
配
達
員
が
停
ま
っ
た
。
配
達
区
域
外
で
知
ら
な
い
。
だ
が
ス
マ
ホ
で
所
在
を
探
し
て
く
れ
る
。
こ
の
道
を
真
っ
直
ぐ
に
、
か
な
り
行
く
。
左
手
に
「
ワ
ー
ク
マ
ン
」
の
看
板
が
あ
る
。
そ
の
先
を
左
折
し
な
さ
い
。
指
示
ど
お
り
に
歩
い
て
行
く
と
、
お
寺
、
葬
儀
場
、
石
材
店
が
み
え
て
き
た
。
お
墓
の
形
も
目
に
入
る
。
数
区
画
に
わ
た
っ
て
墓
地
域
が
つ
づ
く
。
広
す
ぎ
て
途
方
に
く
れ
る
。
自
動
車
林
有
章
と
養
嗣
子
の
賴
三
郎
―
―
「
林
氏
墓
所
」
を
中
心
に
し
て
―
―
内　
海　
　
　
孝
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は
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
通
っ
た
。
再
度
訪
ね
る
し
か
な
い
と
、
諦
め
て
帰
る
。
す
る
と
、
灯
り
が
と
も
る
野
口
石
材
店
か
ら
店
主
が
出
て
き
た
。
あ
、
も
し
か
す
る
と
、
あ
そ
こ
か
も
し
れ
な
い
と
案
内
し
て
く
れ
る
。
墓
所
に
看
板
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
な
い
と
説
明
し
つ
つ
も
林
家
墓
地
に
た
ど
り
着
く
。
薄
暗
い
な
か
で
墓
石
文
字
を
確
か
め
、
論
考
抜
刷
を
墓
前
に
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
林
家
墓
地
の
一
角
に
、
大
き
な
石
碑
が
目
に
と
ま
る
。
読
む
と
、
賴
三
郎
の
養
父
で
あ
る
林
有
章
（
一
八
五
八
―
一
九
四
五
）
が
林
家
の
家
譜
を
縷
々
と
つ
づ
っ
て
、
賴
三
郎
の
〝出
世
〟
を
誇
り
に
し
て
い
る
。
改
め
て
、
来
訪
し
て
石
碑
を
書
写
す
る
し
か
な
い
と
、
石
材
店
の
店
主
に
お
礼
を
述
べ
て
帰
宅
し
た
。
一　
林
氏
墓
所
と
関
係
墓
碑
熊
谷
寺
大
原
墓
地
の
「
大
原
」
と
い
う
の
は
、
旧
熊
谷
町
の
字
名
で
あ
る
。
熊
谷
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
六
月
熊
谷
県
庁
が
置
か
れ
、
庁
舎
は
熊
谷
寺
庫
裡
が
充
当
さ
れ
た
。
県
庁
は
七
九
年
八
月
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
官
衙
、
学
校
、
工
場
も
建
て
ら
れ
、
交
通
要
路
の
改
築
、
住
宅
地
の
拡
張
が
展
開
さ
れ
た
。
宿
写真１　「林家墓所」の現況（筆者撮影、2019年8月）
正面にみえるのは墓石Ａ、その左が「熊谷市指定史跡」の墓石Ｂ、門柱右の背後（画
面右端）にあるのは墓石Ｃ「林氏累世碑」である。
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場
町
で
あ
っ
た
時
代
の
「
幽
邃
の
墳
墓
地
」
は
、
人
家
に
囲
ま
れ
る
に
い
た
る）3
（
。
と
く
に
商
業
地
区
で
「
最
も
痛
切
に
移
転
の
必
要
」
に
迫
ら
れ
た
の
は
、
圓
照
寺
墓
地
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
一
二
月
に
、
新
墓
地
は
郊
外
の
字
「
大
原
」
で
、
移
転
を
終
了
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、
付
近
の
石
上
寺
、
熊
谷
寺
、
報
恩
寺
、
松
岩
寺
も
墓
地
の
移
転
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
林
家
の
菩
提
寺
、
真
言
宗
熊
谷
寺
は
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
）
一
一
月
、
新
墓
地
敷
地
と
し
て
他
の
寺
院
と
同
じ
く
大
原
に
決
定
し
た
。
翌
年
一
二
月
、
墓
石
三
〇
三
二
基
の
移
転
改
葬
を
ほ
ぼ
完
了
す
る
。
そ
の
新
墓
地
移
転
委
員
長
は
林
賴
三
郎
の
養
父
、
林
有
章
で
あ
っ
た）4
（
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
林
家
の
墓
地
の
あ
る
区
域
は
墓
地
区
画
が
広
い
。
隣
接
す
る
左
側
に
、
熊
谷
宿
本
陣
を
継
い
だ
竹
井
家
の
竹
井
澹
如
（
一
八
四
〇
―
一
九
一
二
）
の
墓
地
も
同
じ
区
画
で
並
ん
で
い
た
。
現
在
、
そ
の
間
の
小
路
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
別
な
墓
地
が
設
け
ら
れ
て
、
か
つ
て
の
熊
谷
宿
の
由
緒
あ
る
歴
史
的
残
映
も
消
え
つ
つ
あ
る
。
林
家
の
墓
地
の
前
に
立
つ
と
、
三
段
の
石
段
が
あ
る
。
上
が
る
と
、
ま
ず
門
柱
が
あ
る
。
右
手
の
石
柱
は
表
「
林
氏
」
で
、
裏
面
が
「
十
一
代
主
從
六
位
林
有
章
」
で
、
左
手
の
表
が
「
墓
所
」
で
、
裏
面
が
「
大
正
十
一
年
十
一
月
修
築
」
と
縦
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
高
い
石
門
の
背
後
は
、
灯
籠
が
左
右
に
二
基
「
大
正
十
五
年
七
月　
林
氏
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
門
柱
「
林
氏
墓
所
」
は
有
章
の
妻
、
意
素
（
い
そ
）
が
死
去
し
た
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
二
九
日
か
ら
二
ヶ
月
余
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
墓
所
の
正
面
に
み
え
る
の
は
墓
石
Ａ
「
林
家
累
代
之
墓
」、
そ
の
左
が
墓
石
Ｂ
「
櫻
雲
院
芳
譽
文
徳
有
章
居
士
／
翠
雲
院
湛
譽
淑
德
意
素
大
姉
」
を
含
め
歴
代
の
六
基
余
が
あ
る
。
正
面
左
側
は
歴
代
の
墓
石
が
七
基
余
、
正
面
右
側
は
石
門
の
間
近
に
、
自
然
石
の
墓
石
Ｃ
「
林
氏
累
世
碑
」
が
あ
り
、
墓
石
Ｄ
「
純
忠
院
烈
譽
晃
勲
居
士
」
を
含
め
七
基
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
林
氏
墓
所
」
に
は
か
つ
て
、
た
し
か
に
「
看
板
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
然
災
害
で
壊
れ
、
取
り
は
ず
さ
れ
た）5
（
。
看
板
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る）6
（
。
　
　
　
　
熊
文
指
第
一
五
九
号
　
　
　
　
　
指
定
書
　
　
林　
　
有
章　
墓
　
　
右
を
熊
谷
市
指
定
史
跡
　
　
に
指
定
す
る
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昭
和
五
十
六
年
十
一
月
三
日
　
　
　
　
熊
谷
市
教
育
委
員
会　
印　
　
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会
は
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
一
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
、
賴
三
郎
の
養
父
で
あ
る
林
有
章
が
眠
る
墓
石
（
墓
石
Ｂ
）
を
「
熊
谷
市
指
定
史
跡
」
に
指
定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
跡
指
定
の
事
由
は
「
熊
谷
堤
築
堤
、
史
跡
保
存
会
の
設
置
、
各
種
教
育
施
設
の
開
創
と
指
導
な
ど
、
郷
土
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
熊
谷
の
先
覚
者
の
墓
」
で
あ
る）7
（
。
つ
ま
り
、
林
有
章
と
い
う
存
在
は
熊
谷
市
に
と
っ
て
「
史
跡
」
に
「
指
定
」
す
る
ほ
ど
歴
史
上
、
学
術
的
に
価
値
が
高
く
「
熊
谷
の
先
覚
者
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
と
き
、
当
初
は
林
家
と
隣
接
墓
地
で
あ
っ
た
「
竹
井
澹
如
墓
」
も
「
酒
井
天
外
墓
」
と
同
時
に
、
熊
谷
市
指
定
史
跡
の
認
定
を
受
け
た
。　
そ
の
意
味
で
、
林
有
章
に
か
か
わ
る
墓
石
、
墓
碑
、
ひ
い
て
は
石
碑
を
取
り
あ
げ
て
解
読
す
る
こ
と
は
養
嗣
子
、
賴
三
郎
の
あ
り
か
た
と
背
景
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
連
動
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
「
林
氏
墓
所
」
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
墓
石
Ａ
～
Ｄ
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
解
説
を
く
わ
え
て
み
た
い
。
林
氏
累
世
の
流
れ
に
し
た
が
え
ば
、
ま
ず
は
賴
三
郎
の
養
父
、
林
有
章
（
Ｂ
と
Ｃ
）
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
後
で
は
賴
三
郎
に
か
か
わ
る
墓
石
（
Ａ
と
Ｄ
）
を
あ
つ
か
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二　
養
父
林
有
章
と
養
母
の
墓
石
―
―
史
跡
の
墓
石
Ｂ
を
め
ぐ
っ
て
―
―
林
氏
墓
所
の
正
面
に
む
か
っ
て
、
左
手
に
熊
谷
市
「
史
跡
」
の
墓
石
Ｂ
が
あ
る
。
そ
の
墓
石
Ｂ
に
向
き
あ
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
　
櫻
雲
院
芳
譽
文
徳
有
章
居
士
〔
正
面
右
〕
　
翠
雲
院
湛
譽
淑
德
意
素
大
姉
〔
正
面
左
〕
墓
石
の
正
面
右
は
林
賴
三
郎
の
養
父
、
有
章
で
あ
る
。
院
号
の
は
じ
め
「
櫻
雲
」
が
意
味
す
る
の
は
、
こ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
熊
谷
県
時
代
に
暢
發
学
校
と
し
て
使
わ
れ
た
高
城
神
社
境
内
の
「
三
層
楼
」
が
十
五
番
講
習
学
校
、
埼
玉
県
立
分
病
院
、
熊
谷
中
学
校
、
熊
谷
小
学
校
と
引
き
つ
が
れ
、
最
後
に
名
勝
の
熊
谷
桜
を
維
持
保
存
す
る
「
保
勝
会
」
に
無
償
で
払
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い
さ
げ
さ
れ
、
荒
川
の
桜
堤
付
近
に
移
転
改
築
し
た
。
観
桜
客
の
便
宜
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
有
章
は
乞
わ
れ
て
「
櫻
雲
閣
」
と
名
づ
け
た）8
（
。
有
章
の
通
称
が
櫻
雲
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
院
の
下
「
芳
譽
文
徳
」
は
、
有
章
が
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
八
月
を
初
発
と
し
て
撰
文
、
書
丹
、
揮
毫
を
請
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
数
が
一
九
二
五
年
八
月
に
は
「
百
余
碑
」
に
達
し
た
ほ
ど
で）9
（
、
文
才
に
長
け
、
高
い
評
価
を
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
者
の
正
面
左
は
林
賴
三
郎
の
養
母
、
意
素
の
院
号
で
あ
る
。
妻
が
夫
の
有
章
に
先
立
っ
て
死
去
し
て
い
る
の
で
、
妻
の
院
号
「
翠
雲
院
～
」
に
対
応
し
て
「
櫻
雲
院
～
」
と
夫
の
特
徴
を
引
き
だ
し
冒
頭
で
表
現
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
墓
石
の
右
側
は
有
章
の
事
歴
で
あ
る
。
一
行
が
二
七
文
字
、
一
一
行
に
わ
た
る
長
文
の
墓
碑
銘
で
あ
る
。
從
六
位
林
有
章
字
子
慶
號
幽
嶂
初
名
勘
兵
衛
父
由
右
衛
門
母
宇
良
以
安
／
政
六
年
三
月
朔
生
矣
四
歳
喪
父
爲
母
及
祖
母
所
養
育
弱
冠
継
家
長
娶
小
／
沼
氏
專
當
公
務
與
同
志
興
郷
校
爲
幹
事
栽
櫻
樹
於
熊
谷
堤
後
年
開
名
勝
／
指
定
之
端
二
十
六
歳
拜
大
蔵
省
御
用
掛
與
名
流
伍
三
十
歳
任
葛
飾
郡
長
／
歴
北
埼
玉
郡
長
在
官
殆
十
年
養
賴
三
郎
爲
嗣
以
長
女
妻
之
又
轉
児
玉
郡
／
長
無
幾
致
仕
歸
里
起
保
勝
會
爲
會
頭
以
顯
揚
郷
土
社
寺
史
蹟
名
勝
爲
己
／
任
被
史
蹟
保
存
會
長
文
部
大
臣
等
表
彰
十
數
次
焉
爲
人
好
學
撰
文
揮
毫
／
百
餘
碑
又
有
名
勝
熊
谷
櫻
幽
嶂
閑
話
松
筠
集
等
之
著
昭
和
二
十
年
二
月
／
十
二
日
以
病
歿
於
自
邸
齢
八
十
有
七
辞
世　
　
物
外
之
心
老
大
身　
悠
然
辭
世
乃
前
因
　
　
　
　
嗟
吾
未
盡
里
仁
道　
但
願
児
孫
德
有
隣　
幽
嶂
墓
碑
「
有
章
」
の
要
点
を
摘
出
し
、
当
面
、
必
要
な
範
囲
で
註
記
と
解
説
を
く
わ
え
た
い
。
１　
字
が
「
子
慶
」
号
が
「
幽
嶂
」
で
、
初
名
は
「
勘
兵
衛
」
２　
  
父
「
由
右
衛
門
」
母
が
「
宇
良
」
で
、
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
三
月
朔
日
生
れ
開
港
数
か
月
前
の
、
激
動
の
新
し
い
時
代
に
生
を
う
け
― 42 ―
た
こ
と
が
わ
か
る
。
３　
  
四
歳
で
父
を
失
い
、
母
と
祖
母
に
養
わ
れ
「
家
長
」
を
継
ぐ母
は
有
章
を
生
ん
で
か
ら
三
年
間
「
病
床
」
に
あ
り
、
父
は
数
え
の
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
母
は
「
寡
婦
」
と
し
て
暮
ら
し
た
の
で
、
有
章
は
兄
弟
も
姉
妹
も
な
い
「
ほ
ん
と
う
の
一
人
ぼ
つ
ち
の
相
続
人
」
で
あ
っ
た）（1
（
。
４　
  
小
沼
氏
を
娶
り
「
公
務
」
に
当
り
、
同
志
と
と
も
に
「
郷
校
」
を
興
し
幹
事
と
な
る
５　
  
熊
谷
堤
に
「
櫻
樹
」
を
栽
え
、
の
ち
に
「
名
勝
」
の
指
定
を
受
け
る
端
を
開
く
６　
二
六
歳
で
大
蔵
省
の
御
用
掛
を
拝
し
「
名
流
」
と
伍
す
７　
  
三
〇
歳
で
埼
玉
県
葛
飾
郡
長
に
任
じ
ら
れ
、
北
埼
玉
郡
長
を
歴
任
し
在
官
ほ
ぼ
一
〇
年
８　
賴
三
郎
を
養
子
に
し
「
嗣
」
と
な
し
長
女
を
妻
と
す
る
有
章
は
、
子
供
が
ぜ
ん
ぶ
女
子
で
あ
る
。
将
来
は
す
で
に
成
業
し
た
者
を
養
子
に
す
る
か
、
少
年
を
引
き
と
っ
て
「
自
分
の
理
想
通
り
に
養
成
し
、
よ
り
好
き
後
継
者
を
作
る
か
」
が
問
題
と
し
て
あ
っ
た
。
北
埼
玉
郡
長
を
勤
め
る
役
所
の
給
仕
に
採
用
し
て
郡
傭
に
昇
格
し
た
一
四
歳
の
賴
三
郎
に
白
羽
の
矢
を
た
て
た）（（
（
。
当
初
の
養
子
先
は
正
確
に
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
九
月
、
有
章
の
遠
縁
に
あ
た
る
「
林
ひ
さ
」
方
で
、
の
ち
に
長
女
の
婿
に
す
る
と
き
の
こ
と
を
考
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）（1
（
。
賴
三
郎
が
三
輪
姓
か
ら
林
姓
に
な
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
９　
児
玉
郡
長
に
転
じ
て
ま
も
な
く
帰
郷
す
る
⓾　
  
保
勝
會
を
起
し
て
会
頭
と
な
り
、
郷
土
の
社
寺
、
史
蹟
、
名
勝
を
揚
げ
史
蹟
保
存
会
長
に
任
せ
ら
れ
文
部
大
臣
等
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
一
〇
数
回
⓫　
  
ひ
と
と
な
り
は
学
問
を
好
み
、
撰
文
、
揮
毫
は
「
百
餘
碑
」
で
『
名
勝
熊
谷
櫻
』〔
一
九
二
八
年
〕『
幽
嶂
閑
話
』〔
一
九
三
五
年
〕『
松
筠
集
』〔
一
九
三
八
年
〕
な
ど
の
著
作
が
あ
る
⓬　
  
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
二
月
一
二
日
、
自
邸
で
病
歿
、
齢
八
七
熊
谷
市
大
字
熊
谷
三
五
二
六
番
地
の
自
邸
の
脇
に
、
愛
宕
神
社
の
大
鳥
居
が
あ
っ
た
。
自
邸
を
含
め
、
市
街
地
も
有
章
の
病
歿
半
年
後
、
敗
戦
前
日
の
四
五
年
八
月
一
四
日
未
明
か
ら
の
熊
谷
大
空
襲
で
焼
失
し
た
。
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こ
の
墓
碑
で
は
、
年
齢
は
当
時
の
習
慣
で
数
え
歳
で
あ
る
。
だ
が
林
有
章
の
全
生
涯
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
は
書
き
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
詳
細
な
事
歴
は
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
墓
石
Ｂ
の
左
側
面
は
有
章
の
妻
、
意
素
の
事
歴
で
あ
る
。
大
姉
名
磯
子
下
野
國
足
利
町
名
主
小
沼
政
兵
衛
五
女
母
曰
喜
代
以
萬
延
元
庚
申
年
八
月
九
日
生
齢
十
八
爲
林
有
章
之
室
擧
五
女
長
女
貞
子
在
家
二
女
文
子
嫁
于
三
田
氏
三
女
道
子
于
三
輪
氏
四
女
俊
子
于
中
村
氏
五
女
八
重
子
別
分
家
資
性
温
和
貞
實
善
事
大
姑
及
姑
氏
鞠
育
女
子
調
理
内
政
偶
罹
中
風
症
經
十
餘
年
再
發
遂
以
大
正
十
一
壬
戊
年
八
月
二
十
九
日
歿
享
年
六
十
三
一
行
二
〇
文
字
、
七
行
分
の
要
点
を
掲
出
す
る
。
１　
名
は
「
磯
子
」
正
面
の
戒
名
で
は
「
意
素
」
で
あ
る
。「
磯
子
」
は
通
称
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
有
章
の
著
作
中
で
は
「
い
そ
子
」
と
も
記
す）（1
（
。
２　
  
下
野
国
（
栃
木
県
）
足
利
町
名
主
、
小
沼
政
兵
衛
の
五
女
、
母
は
喜
代
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
八
月
九
日
生
れ
３　
  
一
八
歳
で
有
章
の
妻
と
な
り
、
五
人
の
女
を
挙
げ
る
。
長
女
の
貞
子
は
家
に
あ
る
。
二
女
の
文
子
が
三
田
氏
、
三
女
の
道
子
が
三
輪
氏
、
四
女
の
俊
子
が
中
村
氏
に
嫁
ぎ
、
五
女
の
八
重
子
は
分
家
を
別
に
立
て
る
４　
  
生
ま
れ
つ
き
温
和
、
ま
っ
す
ぐ
な
性
分
、
大
姑
〔
満
壽
〕
お
よ
び
姑
〔
宇
良
〕
に
善
く
仕
え
、
女
子
を
大
切
に
育
て
家
政
を
う
ま
く
切
り
盛
り
し
た
５　
  
中
風
症
に
か
か
り
一
〇
余
年
を
え
て
再
発
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
年
八
月
二
九
日
歿
、
享
年
六
三
意
素
は
数
え
の
一
八
歳
で
、
一
九
歳
の
有
章
と
結
婚
し
た
こ
と
に
な
る
。
結
婚
の
年
次
を
推
計
す
る
と
、
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
こ
ろ
で
あ
る
。
長
女
の
貞
子
が
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）、
七
六
歳
で
死
去
し
た
の
で
、
生
年
は
一
八
七
八
年
と
推
断
で
き
、
両
親
の
結
婚
時
期
に
辻
褄
が
あ
う
。
三
女
の
道
子
の
嫁
ぎ
先
は
賴
三
郎
の
生
家
で
三
輪
氏
、
五
女
の
八
重
子
が
分
家
を
創
立
し
て
「
平
田
氏
」
を
迎
え
た
こ
と
は
墓
石
Ｃ
「
林
氏
累
世
碑
」
で
も
判
明
す
る）（1
（
。
墓
石
Ｂ
の
裏
面
は
「
大
正
十
三
年
八
月
哀
子
法
學
博
士
林
賴
三
郎
建
之
」
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
墓
石
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
八
月
、
有
章
の
妻
「
意
素
」
が
死
去
し
満
二
年
後
の
「
三
回
忌
」
に
あ
わ
せ
、
養
母
を
亡
く
し
養
父
は
存
命
し
て
い
る
養
嗣
子
の
法
学
博
士
、
賴
三
郎
が
建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
賴
三
郎
が
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
た
の
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
九
月
四
日
の
こ
と
で
、
法
務
省
大
審
院
検
事
時
代
の
こ
と
で
あ
る）（1
（
。
養
母
が
死
去
し
た
と
き
、
法
務
省
刑
事
局
長
で
あ
っ
た
。
墓
石
建
立
は
賴
三
郎
の
名
義
で
あ
る
。
だ
が
墓
碑
「
意
素
」
へ
の
撰
文
は
夫
、
有
章
に
よ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
で
は
、
墓
碑
「
有
章
」
の
撰
文
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
有
章
の
用
意
周
到
な
性
格
か
ら
し
て
、
最
後
の
「
病
歿
」
時
点
の
撰
文
と
「
辞
世
」
を
刻
印
す
る
以
外
は
、
有
章
み
ず
か
ら
が
事
前
に
用
意
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
三　
林
有
章
の
「
林
氏
累
世
碑
」
と
「
一
門
の
光
栄
」
―
―
墓
石
Ｃ
を
め
ぐ
っ
て
―
―
墓
石
Ｃ
は
、
類
別
的
に
は
石
碑
が
正
し
い
。
だ
が
、
論
述
上
「
墓
石
Ｃ
」
と
形
容
す
る
。
赤
み
が
か
っ
た
自
然
石
に
刻
印
さ
れ
た
「
林
氏
累
世
碑
」
は
林
氏
墓
所
の
正
面
に
む
か
っ
て
、
右
側
の
一
番
手
前
に
あ
る
。
石
碑
上
部
の
篆
額
は
右
ヨ
コ
書
き
で
「
林
氏
累
世
碑
」
と
あ
る
。
そ
の
下
に
、
石
碑
の
文
面
は
右
か
ら
タ
テ
書
き
一
行
四
二
文
字
、
全
二
二
行
分
が
あ
る
。
採
録
引
用
に
あ
た
っ
て
、
改
行
部
分
は
斜
線
（
／
）
で
お
こ
な
う
の
が
通
例
で
あ
る
。
だ
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
改
行
部
の
先
頭
に
「
／
2
」
の
よ
う
に
順
番
の
数
値
を
お
く
こ
と
に
す
る
。
最
後
の
二
二
行
目
は
、
年
月
日
と
撰
者
氏
名
が
同
列
で
あ
る
。
引
用
で
は
撰
者
を
一
行
ず
ら
し
た
。
林
氏
累
世
碑
〔
右
ヨ
コ
書
き
〕
1
我
祖
出
於
清
和
源
氏
後
胤
林
勘
解
由
源
忠
保
公
諸
家
圓
系
圖
所
載
忠
保
筑
後
守
蓋
是
也
其
孫
林
圖
書
政
良
林
采
／
2
女
正
員
兄
弟
相
與
天
正
中
歸
住
於
熊
谷
正
員
別
家
其
邸
相
對
上
町
延
及
圓
照
寺
稱
林
町
政
良
君
以
弘
治
三
年
生
／
3
經
争
亂
世
正
保
二
年
十
月
廿
二
日
壽
八
十
九
而
逝
葬
熊
谷
寺
其
男
襲
二
世
曰
勘
兵
衞
貞
英
而
政
良
女
嫁
別
家
正
／
4
員
男
善
右
衞
門
貞
英
男
曰
由
右
衞
門
弘
章
爲
三
世
其
室
別
家
善
右
衞
門
女
也
其
女
又
嫁
別
家
傳
右
衞
門
無
子
絶
／
5
血
縁
三
丁
免
村
名
主
兼
杉
藤
助
弟
某
繼
其
家
稱
善
右
衞
門
弘
章
男
四
世
曰
仁
左
衞
門
友
恒
其
室
町
役
人
布
施
田
／
6
勘
右
衞
門
女
男
夭
無
嗣
家
運
衰
頽
至
友
恒
世
世
爲
町
役
人
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其
異
母
弟
曰
勘
兵
衞
安
定
娶
町
役
人
閑
野
長
左
衞
門
／
7
女
別
居
於
大
横
町
勤
支
配
役
繼
五
世
鬻
宇
治
茶
及
絹
紬
爲
中
仙
道
中
之
巨
商
世
稱
茶
勘
兵
衞
増
殖
家
産
崇
奉
神
／
8
佛
救
恤
窮
困
新
設
用
水
堰
今
尚
有
勘
兵
衞
堰
之
稱
安
定
男
六
世
曰
由
右
衞
門
忠
鄰
其
室
鎌
杉
村
大
行
院
秀
譽
法
／
9
印
女
有
一
男
一
女
男
張
辰
繼
世
女
里
起
子
嫁
皿
尾
村
割
役
竹
内
作
左
衞
門
直
道
保
壽
九
十
一
忠
鄰
端
坐
合
掌
念
／
10
佛
而
瞑
七
世
曰
由
右
衞
門
即
張
辰
也
天
資
好
学
能
詩
文
其
室
峰
子
亦
巧
和
歌
大
原
宿
椎
名
半
治
郎
寛
賢
女
長
子
／
11
夭
次
女
曰
周
助
有
儀
娶
長
谷
川
與
右
衞
門
女
世
起
子
爲
八
世
雖
能
狂
歌
不
事
生
産
遂
退
其
身
三
子
曰
由
右
衞
門
／
12
有
則
繼
九
世
其
室
満
壽
子
越
生
宿
本
陣
名
主
田
嶋
又
作
武
郷
次
女
母
大
野
氏
仕
田
安
侯
大
納
言
勤
御
使
番
又
仕
／
13
安
藤
伊
勢
守
爲
御
次
年
三
十
嫁
有
則
擧
一
男
三
女
男
早
世
年
四
十
四
失
夫
寡
居
擁
三
女
子
勤
支
配
役
義
弟
要
三
／
14
郎
有
孝
起
所
謂
家
督
相
續
之
争
渉
數
年
遂
敗
訴
移
住
江
戸
先
是
以
女
子
失
婚
期
嫁
次
女
信
子
于
田
邊
氏
長
女
高
／
15
子
讓
家
於
三
女
宇
良
子
適
于
嶋
野
氏
共
無
子
満
壽
子
百
方
苦
心
迎
騎
西
町
場
割
元
名
主
新
井
善
兵
衞
貞
長
次
子
／
16
長
吉
配
三
女
宇
良
子
稱
由
右
衞
門
有
長
繼
十
世
擧
男
有
章
後
有
故
大
歸
而
病
卒
満
壽
子
與
宇
良
子
相
倶
守
孤
閨
／
17
専
心
鞠
育
有
章
有
章
年
十
三
稱
勘
兵
衞
繼
十
一
世
後
以
有
章
爲
通
稱
娶
元
足
利
名
主
小
沼
政
兵
衛
女
意
素
子
擧
／
18
五
女
子
有
章
参
畫
町
政
出
仕
大
藏
省
満
壽
子
安
意
以
壽
八
十
七
而
終
有
章
時
在
郡
長
職
養
元
忍
藩
士
三
輪
禮
三
／
19
男
賴
三
郎
爲
嗣
以
長
女
貞
子
配
之
嫁
次
女
文
子
于
三
田
氏
三
女
道
子
于
三
輪
氏
四
女
俊
子
于
中
村
氏
五
女
八
重
／
20
子
分
家
迎
平
田
氏
宇
良
子
意
素
子
既
逝
矣
賴
三
郎
拜
司
法
官
爲
從
三
位
勲
二
等
法
學
博
士
累
進
現
在
検
事
總
長
／
21
之
要
職
焉
祖
先
以
降
血
統
連
綿
而
至
今
日
洵
祖
先
之
餘
慶
也
乃
敍
累
世
之
梗
概
以
告
子
孫
云
爾
22
昭
和
七
年
十
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
十
一
世
從
六
位
林
有
章
撰
並
書
石
碑
「
林
氏
累
世
碑
」
の
要
点
は
つ
ぎ
に
摘
出
し
、
適
宜
、
註
記
と
解
説
を
く
わ
え
た
い
。
石
碑
後
半
の
部
分
、
一
一
行
目
以
降
は
主
題
に
直
結
す
る
。
刻
印
さ
れ
た
撰
文
は
墓
石
Ｂ
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
あ
え
て
省
略
し
な
い
。
旧
字
を
新
字
に
直
し
て
解
説
す
る
。
1
冒
頭
か
ら
三
行
目
―
―
わ
が
祖
は
清
和
源
氏
の
後
胤
、
林
勘
解
由
源
忠
保
、
諸
系
図
に
よ
れ
ば
忠
保
は
筑
後
守
で
、
そ
の
孫
の
林
圖
書
政
良
と
林
采
女
正
員
の
兄
弟
は
と
も
に
「
天
正
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中
」（
一
五
七
三
～
九
二
年
）、
熊
谷
に
帰
住
し
た
。
正
員
は
別
家
し
相
対
し
て
、
上
町
か
ら
圓
照
寺
ま
で
及
び
「
林
町
」
と
称
し
た
。
政
良
は
一
五
五
七
年
（
弘
治
三
）
生
れ
、
一
六
四
五
年
（
正
保
二
）
一
〇
月
二
二
日
に
八
九
歳
で
没
し
、
熊
谷
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
息
子
が
二
世
を
襲
い
、
勘
兵
衞
貞
英
と
い
う
。
2
四
行
目
か
ら
六
行
目
―
―
三
世
が
由
右
衞
門
弘
章
、
四
世
は
仁
左
衞
門
友
恒
で
町
役
人
を
勤
め
た
が
家
運
は
衰
頽
し
た
。
3
六
行
目
か
ら
八
行
目
―
―
五
世
が
勘
兵
衞
安
定
、
大
横
町
〔
鎌
倉
町
〕
の
支
配
役
を
勤
め
、
宇
治
茶
お
よ
び
絹
紬
を
商
売
と
し
て
中
仙
道
中
の
「
巨
商
」
と
な
っ
て
「
茶
勘
兵
衛
」
と
い
わ
れ
た
。
家
産
を
増
殖
し
て
神
仏
を
崇
奉
し
た
。
困
窮
者
を
救
恤
し
、
用
水
堰
を
新
設
し
て
「
勘
兵
衞
堰
」
の
称
が
あ
る
。
4
八
行
目
か
ら
一
一
行
目
―
―
安
定
の
息
子
は
六
世
、
由
右
衞
門
忠
鄰
定
男
、
そ
の
息
子
が
七
世
、
由
右
衞
門
張
辰
で
天
資
と
し
て
好
学
、
詩
文
を
良
く
し
た
。
妻
の
峰
子
も
和
歌
に
巧
み
で
、
そ
の
次
女
の
娘
が
世
起
子
で
八
世
を
継
ぐ
が
狂
歌
を
よ
く
し
て
生
業
に
た
ず
さ
わ
ら
な
か
っ
た
。
5
一
一
行
目
か
ら
一
六
行
目
―
―
息
子
が
由
右
衞
門
有
則
〔
有
章
の
祖
父
〕
で
、
九
世
を
継
ぎ
、
妻
は
満
壽
子
〔
有
章
の
祖
母
〕
で
、
越
生
宿
本
陣
名
主
の
田
嶋
又
作
武
郷
の
次
女
、
御
三
家
の
田
安
家
の
「
御
使
番
」、
安
藤
伊
勢
守
の
御
奥
に
も
仕
え
三
〇
歳
の
と
き
、
三
一
歳
の
有
則
と
一
八
二
八
年
（
文
政
一
一
）
二
月
一
九
日
に
結
婚）（1
（
し
、
一
男
三
女
を
も
う
け
、
男
は
早
世
し
、
四
四
歳
で
夫
を
失
っ
た
。
三
女
子
を
擁
し
〔
女
戸
主
で
〕
大
横
町
の
支
配
役
を
勤
め
た
。
だ
が
〔
亡
夫
の
実
弟
の
〕
義
弟
、
要
三
郎
と
の
「
家
督
相
續
」
の
争
い
が
数
年
に
わ
た
っ
た
。
長
女
は
婚
期
を
失
い
、
三
女
の
宇
良
子
〔
有
章
の
母
〕
に
騎
西
町
場
割
元
名
主
の
新
井
善
兵
衞
貞
長
の
次
男
、
長
吉
を
婿
に
と
り
、
由
右
衞
門
有
長
と
称
し
、
十
世
を
継
ぎ
、
有
章
を
挙
げ
病
没
し
た
。
6
一
六
行
目
か
ら
一
八
行
目
―
―
満
壽
子
と
宇
良
子
は
と
も
に
「
孤
閨
」
を
守
り
、
専
心
し
て
、
有
章
を
鞠
育
し
、
有
章
が
一
三
歳
の
と
き
勘
兵
衞
と
称
し
、
一
一
世
を
継
ぎ
、
の
ち
に
有
章
を
通
称
と
す
る
。
元
足
利
名
主
の
小
沼
政
兵
衛
の
娘
、
意
素
子
を
娶
り
、
五
女
を
挙
げ
る
。　
た
だ
し
、
一
七
行
目
の
文
言
「
有
章
年
十
三
稱
勘
兵
衞
繼
十
一
世
後
以
有
章
爲
通
稱
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。
7
一
八
行
目
か
ら
二
〇
行
目
―
―
有
章
は
町
政
に
参
画
し
て
、
大
藏
省
に
出
仕
、〔
祖
母
の
〕
満
壽
子
は
安
心
し
て
八
七
歳
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で
没
し
た
。
有
章
は
〔
北
埼
玉
〕
郡
長
の
在
任
中
、
元
忍
藩
士
三
輪
禮
三
の
〔
四
男
〕
賴
三
郎
を
養
子
に
し
て
嗣
と
な
し
長
女
の
貞
子
を
嫁
と
し
た
。
次
女
の
文
子
は
三
田
氏
〔
医
師
〕、
三
女
の
道
子
は
三
輪
氏
〔
賴
三
郎
の
兄
の
智
〕、
四
女
の
俊
子
は
中
村
氏
〔
写
真
師
〕
に
嫁
に
や
り
、
五
女
の
八
重
子
が
分
家
し
て
平
田
氏
を
迎
え
、〔
母
の
〕
宇
良
子
と
〔
妻
の
〕
意
素
子
は
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
8
二
〇
行
目
か
ら
二
一
行
目
―
―
賴
三
郎
は
司
法
官
を
拝
し
、
従
三
位
勲
二
等
、
法
学
博
士
に
な
っ
て
現
在
は
検
事
総
長
の
要
職
に
累
進
し
た
。
祖
先
以
降
、
血
統
は
連
綿
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
、
洵
に
祖
先
の
お
か
げ
（
余
慶
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
累
世
の
梗
概
を
叙
し
て
子
孫
に
告
げ
る
の
み
。
9
二
一
行
目
―
―
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
一
〇
月
二
二
日
、
林
氏
一
一
世
で
、
従
六
位
林
有
章
が
撰
文
と
書
を
認
め
た
、
と
結
ぶ
。
賴
三
郎
が
検
事
総
長
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月
二
八
日
で
、
こ
の
撰
文
日
付
は
そ
の
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
二
四
年
（
大
正
一
三
）
一
月
九
日
、
清
浦
圭
吾
内
閣
の
司
法
大
臣
鈴
木
喜
三
郎
の
も
と
で
、
賴
三
郎
は
司
法
次
官
に
昇
進
し
、
五
人
の
司
法
大
臣
に
仕
え
、
二
七
年
四
月
二
〇
日
の
田
中
義
一
内
閣
が
成
立
す
る
や
、
次
官
を
た
だ
ち
に
免
官
さ
れ
た
。
江
木
翼
司
法
大
臣
（
憲
政
会
）
に
「
忠
義
を
し
た
」
と
も
み
ら
れ
て
、
行
く
場
所
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
新
聞
報
道
で
「
大
変
な
左
遷
で
す
ね
」
と
い
わ
れ
た）（1
（
。
だ
が
、
そ
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、
賴
三
郎
は
養
父
の
有
章
に
相
談
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
司
で
二
四
年
以
来
の
検
事
総
長
、
小
山
松
吉
は
内
々
に
「
次
官
か
ら
次
席
検
事
に
転
ず
る
の
は
余
り
名
誉
で
も
な
い
が
、
こ
の
際
司
法
部
を
去
る
意
思
が
な
い
な
ら
ば
、
し
ば
ら
く
次
席
で
隠
忍
し
て
捲
土
重
来
、
司
法
部
の
為
め
に
努
力
し
て
は
何
う
か
」
と
賴
三
郎
に
話
す
。
す
る
と
、
賴
三
郎
か
ら
は
「
考
へ
さ
せ
て
く
れ
」
と
返
事
を
し
て
、
熊
谷
の
養
父
を
訪
ね
相
談
し
た
う
え
で）（1
（
、
格
下
げ
の
大
審
院
検
事
に
転
官
し
た
。
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月
、
検
事
総
長
の
小
山
松
吉
が
斎
藤
實
内
閣
の
司
法
大
臣
で
入
閣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
小
山
は
賴
三
郎
に
後
任
の
検
事
総
長
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
相
談
し
た
。
賴
三
郎
は
こ
の
昇
任
人
事
の
と
き
に
も
「
自
分
と
し
て
は
総
長
の
要
職
に
つ
く
の
は
光
栄
で
は
あ
る
が
、
今
即
答
致
出
来
― 48 ―
ぬ
、
考
へ
さ
せ
て
く
れ
」
と
小
山
に
話
し）（1
（
、
熊
谷
の
養
父
に
相
談
し
て
承
諾
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
賴
三
郎
は
「
普
通
の
人
な
ら
ば
直
に
承
諾
す
る
栄
進
の
場
合
で
も
養
父
の
同
意
が
無
け
れ
ば
承
諾
し
な
か
つ
た
」
と
、
上
司
の
小
山
松
吉
が
語
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
墓
石
Ｃ
「
林
氏
累
世
碑
」
を
建
立
し
た
事
由
は
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
養
父
の
有
章
に
と
っ
て
、
養
嗣
子
の
賴
三
郎
が
「
左
遷
」
と
い
う
苦
境
を
克
服
し
て
「
捲
土
重
来
」
を
は
た
し
た
こ
と
を
率
直
に
慶
ぶ
。
司
法
畑
の
文
官
と
し
て
検
事
総
長
→
大
審
院
長
→
司
法
大
臣
と
い
う
栄
進
の
流
れ
の
な
か
で
、
ま
ず
検
事
総
長
の
「
親
任
の
大
命
」
を
拝
受
し
た
こ
と
は）11
（
、
祖
先
の
お
か
げ
で
あ
る
と
同
時
に
林
氏
の
誇
り
で
、
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
慶
事
を
表
現
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
賴
三
郎
が
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
五
月
、
大
審
院
長
に
「
親
任
」
し
、
同
年
八
月
に
勲
一
等
に
昇
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
一
門
の
光
栄
」
で
あ
る
と
し）1（
（
、
有
章
が
心
底
か
ら
の
慶
び
を
隠
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
写真２　林氏墓所への墓参
（『中央大学学報』21-4、中央大学大学史資料課所蔵）
林賴三郎が廣田弘毅内閣の法相に就いた一ヶ月直後の1936年4月13日、熊谷市公会堂
で「大臣就任祝賀会」があったとき「林氏墓所」にも墓参して、就任報告をしたので
あろう。写真左は賴三郎、その背後は晃彦、中央の和服姿は有章、写真右上にみえる
石碑が「林氏累世碑」である。
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四　
林
有
章
と
そ
の
履
歴
―
―
大
蔵
省
か
ら
埼
玉
県
郡
長
に
転
出
―
―
で
は
、
養
父
の
林
有
章
が
墓
石
Ｃ
「
林
氏
累
世
碑
」
を
建
立
し
た
の
は
、
そ
の
他
の
理
由
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
養
父
有
章
の
履
歴
と
官
歴
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
資
料
「
元
郡
吏
履
歴
」（
表
１
）
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
所
蔵
文
書
で
あ
る）11
（
。
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
各
項
目
の
、
左
の
番
号
は
引
用
者
が
便
宜
上
、
付
け
た
。
原
資
料
「
年
號
干
支
月
日
」
欄
は
、
原
文
の
項
目
43
番
以
後
は
「
干
支
」
が
な
く
、
引
用
で
は
省
略
し
、
漢
数
字
は
洋
数
字
、
年
月
は
点
に
置
き
か
え
た
。
し
か
も
、
項
目
43
以
降
の
字
体
も
変
化
が
み
ら
れ
、
と
く
に
朱
書
き
（
＊
印
）
も
三
箇
所
が
あ
っ
て
、
事
務
官
が
追
加
の
項
目
を
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
名
の
幡
羅
〔
は
た
ら
〕
を
「
旗
羅
」（
項
目
18
と
23
）
と
誤
記
し
た
以
外
は
、
誤
字
は
な
い
。
だ
が
、
前
後
の
文
脈
上
、
引
用
者
が
用
語
を
統
一
し
て
、
補
記
し
、
欠
落
文
字
を
〔　
〕
で
補
っ
た
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
有
章
履
歴
は
、
文
頭
の
四
行
で
は
じ
ま
る
。
埼
玉
県
北
葛
飾
中
葛
飾
郡
長　
　
　
　
　
林　
有
章
印
現
住
地
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
杉
戸
四
番
地
埼
玉
県
平
民
舊
名
勘
兵
衛
安
政
五
戌
午
年
三
月
一
日
武
蔵
国
大
里
郡
熊
谷
町
ニ
於
テ
生
つ
ま
り
、
こ
の
履
歴
は
有
章
が
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
一
二
月
一
二
日
、
埼
玉
県
北
葛
飾
中
葛
飾
郡
長
に
就
任
し
た
と
き
、
埼
玉
県
庁
に
提
出
し
た
書
類
と
思
わ
れ
る
。
現
住
所
は
生
地
の
熊
谷
で
な
く
、
任
地
先
の
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
杉
戸
四
番
地
で
あ
る
。
記
載
生
年
「
安
政
五
戌
午
年
」
は
、
第
二
章
で
論
じ
た
墓
石
Ｂ
の
「
安
政
六
年
」
と
は
一
年
の
齟
齬
を
来
す
。
有
章
の
自
著
「
回
顧
七
十
七
年
」
で
、
み
ず
か
ら
の
生
誕
日
を
「
安
政
六
己
未
年
三
月
朔
日
」
と
記
す）11
（
。
こ
の
「
安
政
五
年
三
月
」
と
い
う
記
載
は
、
埼
玉
県
郡
区
長
試
験
の
受
験
資
料
で
も
同
じ
で
あ
る）11
（
。
郡
区
長
試
験
の
受
験
資
格
が
「
満
三
十
年
以
上
ノ
者
」
で
あ
っ
た
の
で）11
（
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
生
年
を
一
年
前
倒
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
履
歴
は
埼
玉
県
の
郡
長
就
任
の
前
後
に
わ
た
っ
て
、
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郡
長
歴
任
の
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
の
「
休
職
満
期
」
ま
で
の
官
歴
が
継
続
し
て
記
載
さ
れ
た
一
次
資
料
で
あ
る
。
四
行
の
文
頭
書
き
に
つ
づ
き
、
表
１
と
し
て
作
成
し
た
「
年
號
」
以
下
の
一
覧
項
目
が
あ
る
。
表
１
の
73
に
わ
た
る
項
目
を
俯
瞰
す
る
と
、
三
つ
の
時
期
に
大
別
で
き
る
。
と
同
時
に
、
有
章
「
回
顧
七
十
七
年
」
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
履
歴
項
目
中
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
も
気
づ
く
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
に
補
記
を
く
わ
え
つ
つ
特
記
事
項
を
書
き
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
第
一
期
（
1
～
24
）  
熊
谷
在
住
公
職
時
代
（
明
治
七
年
一
一
月
＝
一
八
七
四
～
）
ま
ず
項
目
1
～
4
で
は
、
一
〇
歳
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
一
月
、
熊
谷
駅
＝
町
の
惣
代
人
に
推
薦
さ
れ
、
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
に
は
「
副
戸
長
」
を
命
じ
ら
れ
、
行
政
事
務
に
参
与
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
ろ
、
有
章
は
東
京
で
発
行
す
る
日
刊
新
聞
に
投
書
し
て
寄
書
欄
に
登
載
さ
れ
る
の
が
「
何
よ
り
の
楽
し
み
」
に
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
東
京
日
日
新
聞
に
「
民
会
起
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
の
投
書
が
登
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と）11
（
、
こ
の
時
期
に
湧
き
お
こ
っ
た
自
由
民
権
運
動
の
影
響
を
若
き
有
章
も
受
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
「
変
則
町
会
」
と
も
い
う
べ
き
町
の
協
議
会
を
も
っ
て
し
て
町
会
を
起
こ
し
、
一
二
年
に
正
式
の
町
会
が
で
き
た
と
き
、
有
章
は
町
会
議
員
に
推
薦
さ
れ
て
「
最
初
の
町
会
議
長
」
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の）11
（
、
履
歴
に
は
記
載
が
な
い
。
そ
れ
は
、
郡
区
長
試
験
の
狙
い
が
「
学
術
」
に
偏
せ
ず
に
「
実
務
」
を
旨
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
状
勢
、
民
情
、
利
害
に
「
通
暁
」
す
る
者
を
選
任
す
べ
き
必
要
が
あ
る
と
閣
令
第
二
〇
号
で
指
定
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と）11
（
、
有
章
は
そ
の
行
政
実
務
面
で
の
履
歴
を
中
心
に
書
き
こ
ん
だ
と
も
い
え
る
。
つ
ぎ
に
は
前
章
で
検
討
課
題
と
し
た
有
章
「
改
名
」
時
期
に
つ
い
て
、
履
歴
項
目
22
は
「
明
治
一
四
年
一
二
月
二
七
日
」
と
す
る
。
有
章
「
回
顧
七
十
七
年
」
に
よ
る
と
、
幼
名
は
「
勘
之
助
」
で
、
戸
主
に
な
る
時
期
、
五
代
目
の
「
勘
兵
衞
堰
」
の
称
も
あ
っ
た
勘
兵
衞
に
あ
や
か
る
べ
く
勘
兵
衞
を
戸
籍
上
の
名
義
に
し
た
。
時
期
は
「
明
治
一
六
年
官
の
允
許
」
で
、
通
称
を
有
章
（
あ
り
あ
き
ら
）
と
し
た）11
（
。
す
な
わ
ち
、
通
称
改
名
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
生
誕
年
の
一
年
ち
が
い
で
な
く
、
二
年
の
齟
齬
が
あ
る
。
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表１　林有章履歴
　 年號月日　　　任免　　賞罰　　事故　　　　　　　　　　　　官衙
第一期　熊谷在住公職時代
１　明治7.11. 熊谷駅惣代人申付候事 熊谷縣
２　明治7.11. 熊谷小學校ヘ金拾圓寄附致候段奇特ニ付
 爲其賞譽木杯壱個下賜候事 熊谷縣
３　明治9.3.14 其駅内地租改正事務擔当可相心得事 熊谷縣
４　明治9.3.29 副戸長申付候事 熊谷縣
５　明治9.3. 副戸長拝命ニ付熊谷縣惣代人觧任 
６　明治10.2. 地租改正事務擔当辞職 
７　明治11.3.14 依願副戸長差免候事 埼玉縣
８　明治12.5.3 熊谷講習學校財務主管申付候事 埼玉縣
９　明治12.5.3 年俸金三拾圓相渡候事 埼玉県
10　明治12.9.18 縣立分病院會計及事務兼熊谷講習學校財務 
 主管申付候事 埼玉縣
11　明治12.9.18 月給金拾貮圓相渡候事 埼玉縣
12　明治12.12. 廢校ニ付熊谷講習學校財務主管觧任 
13　明治13.2.5 月給金拾五圓相渡候事 埼玉縣
14　明治13.4.29 縣立分病院監事心得申付候事 埼玉縣
15　明治13.4.29 月給金拾八圓相渡候事 埼玉縣
16　明治13.7.19 縣立分病院設置以来職務勉勵ニ付爲其賞金
 拾圓被下候事 埼玉縣
17　明治13.10.18 大里郡熊谷學校部内學務委員認可候事 埼玉縣
18　明治13.11.12 大里幡羅榛沢男衾郡部内ヨリ比企横見郡部内 
 ニ跨カル公立中學聯合會議員ノ當撰状ヲ受ク 埼玉縣
 大里幡羅榛沢
 男衾郡役所
19　明治13.12.25 縣立分病院監事申付候事 埼玉縣
20　明治13.12.25 月給金貮拾圓相渡候事 埼玉縣
21　明治14.7.1 今般縣立分病院廃止候處同院開設以来職務
 勉勵ニ付爲其賞金拾五圓被下候事 埼玉縣
22　明治14.12.27 舊名勘兵衛ヲ有章ト願濟改名
23　明治15.5.19 公立中學聯合會議員辞職願ノ趣聞届ク 埼玉縣
 大里幡羅榛沢
 男衾郡役所
24　明治15.5.25 大里郡第一區學務委員依願差免ス 埼玉縣
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第二期　大蔵省時代
25　明治17.3.4 凖判任御用掛申付月給金三拾円下賜候事 
 但調査局勤務 大藏省
26　明治17.5.9 第六部勤務申付候事 調査局
27　明治17.6.24 國庫金収入規則取調委員申付候事 調査局
28　明治18.3.17 事務勉勵ニ付爲慰勞金六圓下賜候事 大藏省
29　明治19.1.18 任五等属 大藏省権少書記官
 正七位谷謹一郎奉
30　明治19.1.18 地方財務課勤務申付候事 主計局
31　明治19.3.4 事務勉勵ニ付爲慰勞金六円下賜候事 大藏省
32　明治19.3.10 任大藏属 大藏大臣秘書官
 正六位平山成信奉
33　明治19.3.11 従来在職ノ判任官ハ一同大藏属ト心得俸給 
 従前ノ通タル旨各局課ヘ達セラル 大藏省
34　明治19.5.6 敍判任官五等 大藏省
35　明治21.7.28 御用有之神奈川縣ヘ出張ヲ命ス 大藏省
36　明治21.10.29 本年九月廿五日ヨリ施行セル郡區長試験ニ於テ 
 當撰者ト定ムル旨官報ヲ以テ廣告セラル 郡區長試験委員長
37　明治21.12.25 事務勉勵ニ付爲慰勞金八円下賜 大藏省
38　明治22.3.19 御用有之神奈川縣ヘ出張ヲ命ス 大藏省
39　明治22.7.22 官有財産物品會計課兼務申付 主計局
第三期　埼玉県郡長時代
40　明治22.12.12 任埼玉縣北葛飾中葛飾郡長 内閣総理大臣従一位
 大勲位公爵三條実美宣
41　明治22.12.12 敍奏任官五等賜下級俸 内閣総理大臣従一位
 大勲位公爵三條実美宣
42　明治23.1.23 埼玉縣第三區衆議院議員撰挙長ヲ命ス 埼玉縣
43　明治23.8.12 検疫委員ヲ命ス 埼玉縣
44　明治23.12.27 任埼玉縣北埼玉郡長 内務省
45　明治23.12.27 敍奏任官五等 内務省
46　明治24.3.9 埼玉縣第四區衆議院議員撰挙長ヲ命ス 埼玉縣
47　明治24.11.16 勅令第二百十五号官職等級表制定ニ依リ 
 奏任九等＊
48　明治24.12.22 敍正八位 宮内省
49　明治25.11.20 勅令第九十六号官等俸給令ニ依リ髙等官八等＊
50　明治26.12.13 陞敍高等官七等 内閣
51　明治27.2.27 明治二十七年三月衆議院議員選挙監督ノ爲メ 
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 第四選挙區内投票所ヘ臨場ヲ命ス 埼玉縣
52　明治27.2.28 敍従七位 宮内省
53　明治27.8.28 明治二十七年九月衆議院議員選挙監督ノ爲メ 
 第四選挙區内投票所ヘ臨場ヲ命ス 埼玉縣
54　明治29.1.7 陞敍高等官六等 内閣
55　明治29.2.20 敍正七位 宮内省
56　明治29.3.31 明治廿七八年事件ノ功ニ依リ金百貳拾圓ヲ賜フ 賞勲局
57　明治30.3.31 陸軍召集諸費出納官吏ヲ命ス 埼玉縣
58　明治30.8.9 北埼玉郡検疫委員事務所長ヲ命ス 埼玉縣
59　明治30.12.25 本年赤痢病流行ニ際シ豫防救治ニ従事候ニ付 
 爲手當金拾圓給與 埼玉縣
60　明治31.3.5 第四區衆議院議員撰挙監督ヲ命ス 埼玉縣
61　明治31.7.6 北埼玉郡検疫委員事務所長ヲ命ス 埼玉縣
62　明治31.7.30 第四區衆議院議員撰挙監督ヲ命ス 埼玉縣
63　明治31.12.24 本年赤痢病流行ニ際シ豫防救治ニ従事候ニ付
 爲手當金貮拾圓給與 埼玉縣
64　明治32.4.8 任埼玉縣児玉郡長 内務省
65　明治32.4.8 敍高等官六等 内務省
66　明治32.4.9 第五〔區〕衆議院議員撰挙長ヲ命ス 埼玉縣
67　明治32.4.9 陸軍召集諸費出納官吏ヲ命ス 埼玉縣
68　明治32.7.18 検疫委員事務所長ヲ命ス 埼玉縣
69　明治32.12.27 本年赤痢病流行ニ際シ予防救治ニ従事候ニ付
 爲手当金拾五円給与 埼玉縣
70　明治33.4.1 勅令第九十三号ニ依リ五級俸相当（六百円）＊
71　明治33.8.18 文官分限令第十一條第一項第四号ニ依リ休職ヲ
 命ス 埼玉縣
72　明治36.8.17 休職満期 埼玉縣
73　明治36.10.30 敍従六位　特旨 宮内省
備考　 「元郡史履歴」（埼玉県立文書館所蔵行政文書、明1935−31）による。 
＊印は朱書き、文書中「同」「同上」とある場合、省略しないで記
した。40の「三條実美」は原文のままである。
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第
二
期
（
25
～
39
）  
大
蔵
省
時
代
（
明
治
一
七
年
三
月
＝
一
八
八
四
～
）
通
称
を
有
章
に
改
名
し
た
こ
ろ
、
有
志
者
が
埼
玉
県
会
議
員
に
出
よ
と
か
、
在
京
中
の
友
人
が
是
非
と
も
一
度
は
「
中
央
政
府
に
奉
職
」
す
る
よ
う
慫
慂
さ
れ
た
。
有
章
は
後
者
を
「
希
望
」
し
た）11
（
。
釜
山
の
総
領
事
、
前
田
献
吉
が
大
蔵
省
調
査
局
長
の
渡
邊
國
武
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
渡
邊
の
推
輓
で
項
目
25
の
大
蔵
省
「
凖
判
任
御
用
掛
」
を
拝
命
し
て
、
月
給
三
〇
円
に
て
、
調
査
局
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
三
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
蔵
省
勤
務
時
代
が
有
章
の
人
生
に
と
っ
て
、
最
大
の
収
穫
期
に
あ
た
り
転
機
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
の
ち
に
親
友
と
な
る
、
大
学
出
身
の
高
橋
捨
六
を
は
じ
め
、
阪
谷
芳
郎
、
大
島
邦
太
郎
ら
と
同
僚
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
、
有
章
は
養
嗣
子
の
林
賴
三
郎
を
高
橋
捨
六
の
法
律
事
務
所
に
遣
わ
し
住
み
こ
ま
せ
、
東
京
法
学
院
に
入
学
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る）1（
（
。
ふ
た
つ
は
人
生
の
「
出
世
の
機
会
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
渡
邊
國
武
は
大
蔵
次
官
の
と
き
、
某
県
知
事
か
ら
「
適
当
な
人
物
」
を
斡
旋
し
て
く
れ
と
依
頼
さ
れ
た
。
有
章
が
「
適
任
」
と
思
う
の
で
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。
二
年
後
に
大
蔵
参
事
官
と
し
て
帰
京
の
で
き
る
よ
う
に
取
り
計
ら
う
と
い
わ
れ
た
が
、
有
章
は
種
々
の
事
情
か
ら
や
む
を
得
ず
辞
退
し
た
。
そ
れ
は
、
有
章
に
と
っ
て
「
官
吏
と
し
て
好
機
会
」
を
失
っ
た
貴
重
な
実
体
験
で
あ
っ
た）11
（
。
こ
の
実
体
験
こ
そ
が
、
の
ち
に
養
嗣
子
の
賴
三
郎
が
司
法
省
で
の
進
退
出
処
を
決
す
る
と
き
、
必
ず
有
章
へ
の
〝相
談
伺
い
〟
に
顕
現
し
、
胚
胎
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
三
つ
め
は
「
郡
長
試
験
」
の
機
会
を
え
た
こ
と
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
数
え
で
「
三
十
に
達
し
た
」
明
治
二
一
年
、
第
一
回
の
郡
区
長
試
験
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
有
章
は
「
都
合
上
埼
玉
県
の
郡
長
た
ら
ん
こ
と
」
と
志
願
し
た）11
（
。
こ
の
「
都
合
上
」
と
は
埼
玉
県
が
郷
里
で
、
郡
長
は
県
知
事
の
も
と
で
町
村
を
監
督
す
る
立
場
で
、
そ
れ
が
藩
閥
や
学
歴
で
な
く
、
新
た
に
郡
区
長
試
験
と
い
う
実
力
で
採
用
さ
れ
〝郷
里
の
仕
事
〟
に
携
わ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
有
章
の
官
歴
に
と
っ
て
、
埼
玉
県
の
郡
長
在
任
時
代
は
最
も
長
い
期
間
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
期
（
40
～
73
）  
埼
玉
県
郡
長
時
代
（
明
治
二
二
年
一
二
月
＝
一
八
八
九
～
明
治
三
六
年
）
埼
玉
県
の
郡
区
長
試
験
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
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二
五
日
、
県
庁
で
施
行
し
た）11
（
。
志
願
者
は
残
存
す
る
資
料
で
は
、
有
章
を
含
め
て
一
八
名
、
う
ち
不
参
が
二
名
、
試
験
中
退
場
が
一
名
で
あ
っ
た
。
有
章
の
受
験
番
号
は
「
二
十
五
」
で
、
本
籍
が
「
埼
玉
県
武
蔵
国
大
里
郡
熊
谷
宿
三
百
三
十
三
番
地
」
生
年
月
が
「
安
政
五
年
三
月
」
と
記
載
が
あ
る
。
埼
玉
県
の
需
要
人
員
は
二
名
で
あ
っ
た
。
試
験
の
当
選
者
は
、
一
ヵ
月
後
の
一
〇
月
二
九
日
に
発
表
さ
れ
た）11
（
。
全
国
で
二
七
名
、
埼
玉
県
で
は
需
要
人
員
の
二
名
が
名
を
連
ね
た
。
大
蔵
属
の
林
有
章
、
北
埼
玉
郡
書
記
の
阪
本
與
惣
次
郎
（
深
谷
宿
七
十
四
番
地
、
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕
七
月
生
ま
れ
）
で
あ
る
。
前
任
の
川
島
浩
が
非
職
を
命
じ
ら
れ
た
の
に
代
わ
っ
て
、
有
章
は
項
目
40
の
よ
う
に
翌
年
の
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
二
月
一
二
日
、
埼
玉
縣
北
葛
飾
中
葛
飾
郡
長
に
任
じ
ら
れ
た）11
（
。
県
知
事
は
吉
田
淸
英
で
あ
っ
た
。
郡
役
所
が
あ
る
杉
戸
町
に
到
着
し
た
の
は
翌
年
一
月
末
で
、
在
京
六
年
で
埼
玉
に
戻
る
。
最
寄
駅
は
日
本
鉄
道
第
二
区
線
、
現
在
の
宇
都
宮
線
久
喜
駅
で
あ
っ
た
。
一
年
後
の
明
治
二
三
年
一
二
月
二
七
日
、
埼
玉
縣
北
埼
玉
郡
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
阪
本
與
惣
次
郎
郡
長
の
後
任
で
あ
る
。
有
章
亡
き
父
の
出
生
地
で
、
郡
役
所
は
忍
町
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
有
章
は
同
郡
が
県
内
で
も
「
最
も
難
治
」
と
さ
れ
、
歴
代
の
郡
長
在
職
期
間
は
平
均
一
年
半
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
当
初
、
内
務
大
臣
秘
書
官
で
あ
っ
た
小
松
原
英
次
郎
知
事
に
そ
の
任
に
「
堪
へ
ざ
る
」
と
一
書
を
認
め
る
。
知
事
か
ら
は
そ
れ
で
も
「
御
奮
励
御
尽
力
」
を
願
う
と
返
書
が
来
て
、
翌
年
一
月
、
転
任
し
た）11
（
。
有
章
は
転
任
以
来
、
項
目
64
に
あ
る
よ
う
に
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
八
日
、
児
玉
郡
長
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
、
八
年
四
ヵ
月
も
の
期
間
に
わ
た
っ
て
、
北
埼
玉
郡
長
に
在
職
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
林
氏
に
と
っ
て
、
最
も
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
き
ご
と
が
起
こ
っ
た
。
北
埼
玉
郡
長
時
代
に
、
の
ち
に
養
嗣
子
と
な
る
三
輪
賴
三
郎
が
郡
役
所
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
忍
高
等
小
学
校
の
大
熊
直
橘
は
卒
業
年
次
の
生
徒
で
、
家
が
貧
し
か
っ
た
賴
三
郎
か
ら
小
学
校
を
辞
め
て
勤
め
口
の
相
談
を
受
け
る
。
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
大
熊
は
林
有
章
郡
長
か
ら
の
給
仕
採
用
を
賴
三
郎
に
伝
え
た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
正
月
、
有
章
の
も
と
で
働
き
は
じ
め
る）11
（
。
そ
の
働
き
ぶ
り
と
性
質
を
み
て
、
有
章
は
自
分
が
は
た
せ
な
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か
っ
た
少
年
時
代
の
「
法
律
学
を
修
得
す
る
目
的
」
を
継
が
せ
る
つ
も
り
で）11
（
、
家
族
、
三
輪
家
、
本
人
の
同
意
を
え
て
賴
三
郎
の
養
育
を
引
き
う
け
た
。
賴
三
郎
が
林
姓
と
な
っ
て
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
、
有
章
の
無
二
の
親
友
で
、
東
京
の
高
橋
捨
六
法
律
事
務
所
に
向
か
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
有
章
は
児
玉
郡
長
に
転
任
す
る
も
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
八
月
一
八
日
、
一
年
半
で
「
非
常
に
健
康
を
そ
こ
ね
て
」
休
職
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た）11
（
。
赴
任
地
の
本
庄
町
か
ら
生
地
の
熊
谷
に
「
帰
臥
」
し
た
。
こ
の
と
き
、
日
清
戦
争
前
後
の
埼
玉
県
知
事
で
、
明
治
三
〇
年
四
月
に
静
岡
県
知
事
に
転
任
し
て
い
た
男
爵
千
家
尊
福
か
ら
は
「
回
復
の
上
は
敏
腕
を
振
は
れ
た
い
」
と
書
が
寄
せ
ら
れ
、
有
章
を
し
て
「
い
つ
も
な
が
ら
の
懇
情
」
で
「
感
銘
の
外
」
な
い
気
持
に
さ
せ
た）1（
（
。
文
官
分
限
令
第
一
一
條
第
一
項
第
四
号
に
よ
る
「
休
職
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
官
庁
事
務
ノ
都
合
」
に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
規
定
で
、
満
三
年
の
休
職
期
間
が
付
与
さ
れ
た）11
（
。
在
任
中
の
職
務
が
好
意
的
に
評
価
を
受
け
た
と
い
え
る
。
休
職
中
は
俸
給
の
三
分
の
一
が
支
給
さ
れ
た
。
地
方
高
等
官
俸
給
令
に
よ
れ
ば
、
有
章
は
郡
長
の
等
級
が
「
五
級
」
で
（
年
俸
六
〇
〇
円
）、
二
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る）11
（
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
有
章
は
項
目
72
の
ご
と
く
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
八
月
一
七
日
、
休
職
の
満
期
を
迎
え
た
。
俳
句
を
友
と
し
た
有
章
は
、
自
身
の
心
象
風
景
を
捻
る）11
（
。
芋
虫
の
ご
ろ
り
ご
ろ
り
と
早
三
秋
生
地
の
熊
谷
に
帰
臥
し
て
、
静
養
に
つ
と
め
て
い
た
有
章
の
姿
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
賴
三
郎
は
二
四
歳
の
若
さ
で
、
東
京
地
方
裁
判
所
部
長
判
事
に
昇
任
し
た
直
後
で
あ
る
。
有
章
は
司
法
官
に
な
っ
た
ば
か
り
の
賴
三
郎
に
た
い
し
て
、
か
つ
て
詠
ん
だ
「
若
竹
の
す
ん
な
り
の
び
し
風
情
か
な
」
を
思
い
出
し）11
（
、
成
長
す
る
姿
を
重
ね
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
休
職
満
期
の
翌
年
九
月
に
、
有
章
の
長
女
さ
だ
〔
貞
子
〕
は
賴
三
郎
と
結
婚
し
た
か
ら
で
あ
る
。
五　
林
有
章
の
社
会
的
活
動
と
功
績
―
―
名
勝
「
熊
谷
桜
」
を
中
心
に
―
―
林
有
章
は
前
章
の
郡
吏
履
歴
を
引
き
つ
け
て
い
え
ば
、
一
九
〇
三
年
八
月
一
七
日
の
休
職
満
期
の
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
「
第
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四
期
」
と
も
位
置
づ
け
る
べ
き
、
い
わ
ば
余
生
を
生
地
の
熊
谷
で
送
っ
た
。
親
友
の
高
橋
捨
六
か
ら
は
そ
の
こ
ろ
、
今
度
「
某
会
社
の
社
長
」
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
「
実
業
界
」
に
入
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
勧
誘
を
受
け
た
。
養
嗣
子
の
賴
三
郎
も
東
京
地
方
裁
判
所
部
長
に
昇
進
し
た
の
で
、
こ
の
誘
い
は
「
幸
運
の
第
二
の
機
会
」
と
思
っ
た
が
、
健
康
も
十
分
に
優
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
章
は
断
っ
た）11
（
。
翌
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
七
月
、
熊
谷
町
会
議
員
改
選
時
で
は
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
て
、
有
章
は
当
選
し
て
し
ま
っ
た
。
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
の
町
会
議
員
改
選
で
も
再
選
さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
は
表
面
に
た
つ
こ
と
を
避
け
、
裏
面
に
あ
っ
て
町
の
発
展
に
「
微
力
」
を
つ
く
す
こ
と
に
し
た）11
（
。
そ
の
な
か
で
第
一
に
特
筆
す
る
こ
と
が
あ
る
。
熊
谷
堤
の
、
名
勝
「
熊
谷
桜
」
と
称
え
ら
れ
る
ま
で
に
育
て
あ
げ
た
功
績
を
取
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
熊
谷
駅
南
口
近
く
の
「
万
平
公
園
」
に
、
初
代
埼
玉
県
会
議
長
を
つ
と
め
た
「
竹
井
澹
如
翁
碑
」
と
と
も
に
、
林
有
章
が
撰
文
の
「
熊
谷
堤
栽
櫻
碑
」
が
現
存
す
る
。
そ
れ
を
要
約
し
て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
名
勝
「
熊
谷
桜
」
の
由
来
と
有
章
の
貢
献
度
を
み
て
お
き
た
い
。
万
平
公
園
の
「
万
平
」
と
は
竹
井
澹
如
の
幼
名
で
あ
る
。
石
碑
上
部
の
篆
額
は
右
か
ら
二
字
ず
つ
の
ヨ
コ
書
き
で
「
熊
谷
／
堤
栽
／
櫻
碑
」
と
あ
る
。
そ
の
下
、
石
碑
の
文
面
は
末
尾
「
神
嶋
石
文
刻
」
を
除
き
、
右
か
ら
タ
テ
書
き
全
一
八
行
分
が
あ
る
。
採
録
引
用
に
あ
た
っ
て
、
便
宜
上
、
二
行
目
以
降
の
改
行
部
先
頭
に
「
／
2
」
の
よ
う
に
順
列
の
数
を
お
い
た
。
最
終
行
の
一
八
行
目
は
、
そ
の
ま
ま
で
詰
め
な
か
っ
た）11
（
。
資
料
１
熊
谷
堤
栽
櫻
碑　
正
二
位
勲
一
等
公
爵
西
園
寺
公
望
篆
額
直
實
之
勇
武
與
櫻
花
之
精
英
倶
於
熊
谷
爲
古
今
雙
美
而
直
實
事
蹟
炳
然
乎
史
乘
荒
川
發
源
／
2
於
秩
父
山
至
熊
谷
爲
大
河
其
陽
有
熊
谷
堤
行
餘
邐
迤
遠
接
墨
堤
天
正
二
年
爲
小
田
原
北
條
／
3
氏
所
築
往
昔
石
上
寺
以
西
堤
上
有
櫻
樹
曰
熊
谷
櫻
文
化
之
交
狂
歌
師
三
陀
羅
所
詠
我
毛
其
／
4
阿
彌
陀
笠
着
天
咲
花
爾
後
者
見
世
努
熊
谷
櫻
即
是
也
安
政
六
年
荒
川
泛
濫
崩
潰
堤
塘
櫻
樹
／
5
亦
遭
厄
忍
城
主
松
平
某
補
植
之
上
府
後
寓
櫻
咲
久
言
傳
毛
奈
志
都
鳥
之
句
於
石
上
寺
以
攄
／
6
其
繾
綣
之
情
其
後
朽
枯
相
尋
逮
明
治
維
新
不
復
留
隻
樹
明
治
十
六
年
一
月
竹
井
澹
如
高
木
／
7
彌
太
郎
及
余
胥
謀
欲
復
名
場
求
堤
塘
關
係
町
村
總
代
連
署
請
埼
玉
縣
令
吉
田
淸
英
三
月
購
／
8
櫻
樹
於
東
京
染
井
里
毛
利
家
別
業
植
諸
堤
上
以
復
舊
觀
而
樹
日
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長
枝
年
茂
有
堤
塘
危
險
之
／
9
虞
矣
有
志
憂
之
開
町
會
献
金
請
增
築
於
縣
廳
則
以
縣
資
起
土
木
馬
踏
倍
舊
實
明
治
三
十
四
／
10
年
也
後
明
治
四
十
三
年
八
月
有
洪
水
更
以
臨
時
縣
資
新
築
小
段
於
是
堤
塘
始
得
安
全
焉
先
／
11
是
彌
太
郎
逝
澹
如
久
寓
東
京
余
亦
官
遊
十
餘
年
有
折
花
者
有
截
枝
者
將
歸
衰
滅
矣
當
是
時
／
12
余
與
澹
如
前
後
歸
鄕
慨
然
講
之
保
護
法
謀
有
志
明
治
三
十
九
年
二
月
剏
保
勝
會
設
委
員
募
／
13
資
屡
增
植
櫻
樹
二
十
餘
丁
間
遂
達
一
千
樹
一
樹
有
蔽
四
至
十
間
者
明
治
四
十
三
年
四
月
興
／
14
櫻
雲
閣
以
便
衆
庶
顴
覽
且
充
公
會
堂
朝
則
秩
父
諸
嶺
送
翠
嵐
於
檐
額
暮
則
荒
川
清
流
浮
帆
／
15
影
於
堤
外
與
櫻
花
麗
豔
相
映
帯
宛
然
如
畫
遊
客
沓
至
曳
杖
於
春
風
駘
蕩
綺
霞
繍
錯
間
追
懷
／
16
往
事
説
直
實
遺
烈
穪
其
雙
美
則
謂
海
内
加
一
名
場
豈
不
可
哉
而
關
此
事
委
員
諸
氏
之
勞
亦
／
17
足
也
頃
者
本
曾
建
碑
欲
傳
其
事
於
後
世
因
叙
其
概
畧
如
此
大
正
三
年
一
月　
保
勝
會
會
頭
從
六
位
林
有
章
撰
并
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
嶋
石
文
刻
石
碑
は
、
有
章
の
郷
里
へ
の
深
い
自
負
と
詩
情
が
あ
ふ
れ
る
遠
近
的
な
描
写
で
展
開
す
る
。
熊
谷
直
實
の
勇
武
と
桜
花
が
と
く
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
と
も
に
、
熊
谷
で
は
、
昔
か
ら
今
日
ま
で
美
し
く
、
直
實
の
事
跡
は
明
ら
か
で
あ
る
。
記
録
に
よ
る
と
荒
川
は
秩
父
山
に
発
し
、
熊
谷
に
い
た
っ
て
大
河
に
な
る
。
そ
の
北
岸
〔
左
岸
〕
に
熊
谷
堤
が
あ
る
。
川
は
下
流
に
長
く
の
び
て
す
す
ん
で
ゆ
く
と
、
遠
く
は
「
墨
提
」
つ
ま
り
隅
田
川
の
堤
に
接
し
て
い
る
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）、
堤
は
小
田
原
北
條
氏
が
築
き
、
石
上
寺
の
西
側
の
堤
に
桜
樹
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
「
熊
谷
桜
」
と
い
っ
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
、
荒
川
が
泛
濫
し
て
堤
塘
の
桜
樹
を
崩
潰
し
て
し
ま
い
、
忍
城
主
の
松
平
某
〔
忠
国
〕
は
こ
れ
を
補
植
し
た
も
の
の
、
明
治
維
新
後
は
ふ
た
た
び
、
双
樹
し
か
残
ら
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
六
行
目
か
ら
は
、
主
題
に
直
接
か
か
わ
る
―
―
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
一
月
、
竹
井
澹
如
、
高
木
彌
太
郎
お
よ
び
林
有
章
は
相
謀
っ
て
「
名
場
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
堤
塘
の
関
係
町
村
総
代
と
連
署
し
て
埼
玉
県
令
吉
田
淸
英
に
要
請
し
た
。
三
月
、
東
京
染
井
の
毛
利
家
か
ら
桜
樹
〔
吉
野
桜
〕
を
購
入
し
て
諸
堤
の
上
に
植
え
「
旧
観
」
に
復
し
た
。
樹
は
日
に
日
に
、
枝
が
長
く
な
り
年
々
茂
っ
て
、
堤
塘
は
危
険
の
恐
れ
と
な
っ
た
。
有
志
は
こ
れ
を
憂
い
、
町
会
を
開
き
て
献
金
し
、
県
庁
に
堤
塘
の
増
築
を
要
請
し
た
。
す
な
わ
ち
県
の
資
金
で
、
土
木
事
業
を
起
こ
し
堤
塘
の
「
馬
踏
」
は
旧
倍
に
な
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
〇
六
）
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八
月
、
洪
水
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
臨
時
県
資
で
堤
塘
に
「
小
段
」
を
設
け
て
、
は
じ
め
て
安
全
を
え
た
。
彌
太
郎
が
逝
き
、
澹
如
は
久
し
く
東
京
に
住
み
、
有
章
も
官
途
と
し
て
「
十
余
年
」
離
れ
て
い
る
と
、
花
を
折
る
者
や
枝
を
切
る
者
が
桜
樹
を
衰
滅
に
追
い
や
っ
た
。
一
二
～
一
三
行
目
で
い
う
。
こ
の
と
き
、
有
章
と
澹
如
は
前
後
し
て
帰
郷
す
る
や
、
憤
っ
て
嘆
き
、
桜
樹
の
保
護
法
を
有
志
に
謀
っ
た
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
、
保
勝
会
を
剏
（
は
じ
）
め
、
委
員
を
設
け
、
資
金
を
募
集
し
て
、
桜
樹
を
し
ば
し
ば
増
植
し
、
つ
い
に
は
一
〇
〇
〇
樹
に
達
し
た
。
一
樹
は
四
～
一
〇
間
を
蔽
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
に
「
櫻
雲
閣
」
を
興
し
た
。
桜
を
観
に
来
た
「
衆
庶
」
の
便
宜
を
図
り
、
か
つ
公
会
堂
に
も
充
て
た
。
朝
に
な
れ
ば
、
秩
父
の
山
並
み
が
「
翠
嵐
」
を
ひ
さ
し
に
送
り
、
暮
に
な
る
と
、
荒
川
の
清
流
は
「
帆
影
」
を
浮
べ
、
堤
外
で
は
桜
花
と
と
も
に
、
見
目
も
よ
く
光
が
う
つ
り
あ
い
、
ち
ょ
う
ど
絵
の
よ
う
で
あ
る
云
々
と
。
本
会
は
碑
を
建
て
、
こ
の
事
を
後
世
に
伝
え
ん
と
欲
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
概
略
を
の
べ
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
月
、
保
勝
会
会
頭
、
従
六
位
、
林
有
章
が
撰
文
な
ら
び
に
書
を
書
く
。
保
勝
会
の
初
代
会
頭
は
竹
井
澹
如
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
、
竹
井
は
辞
任
し
、
た
だ
ち
に
有
章
が
全
会
一
致
で
会
頭
に
推
薦
さ
れ
た）11
（
。
直
後
の
八
月
七
日
に
、
竹
井
は
永
眠
す
る
。
櫻
雲
閣
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
五
月
一
三
日
の
熊
谷
大
火
で
烏
有
に
帰
し
た
。
こ
の
「
熊
谷
堤
（
桜
）」
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
八
月
一
一
日
、
内
務
省
告
示
第
四
〇
四
号
に
て
「
史
蹟
名
勝
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
該
当
す
る
地
域
は
「
鎌
倉
町
三
丁
目
踏
切
よ
り
佐
谷
田
境
」
ま
で
で
、
桜
樹
の
伐
採
な
ら
び
に
異
樹
種
の
移
植
を
厳
禁
す
る
と
い
う
告
示
で
あ
っ
た）11
（
。
と
き
の
内
務
大
臣
は
鈴
木
喜
三
郎
で
あ
る
。
賴
三
郎
の
司
法
次
官
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
鈴
木
喜
三
郎
は
数
年
後
に
、
横
浜
専
門
学
校
「
奨
学
会
」
の
顧
問
の
ひ
と
り
と
し
て
就
任
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
名
勝
「
熊
谷
桜
」
と
な
っ
た
発
端
は
上
記
の
資
料
１
に
み
た
よ
う
に
、
熊
谷
市
鎌
倉
町
「
石
上
寺
」
の
西
堤
の
桜
樹
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
か
ら
敷
衍
す
れ
ば
、
石
上
寺
の
境
内
に
建
立
さ
れ
て
現
存
す
る
資
料
２
「
林
翁
紀
德
之
碑
」
は
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
歴
史
的
な
存
在
意
味
が
あ
る
。
石
碑
裏
面
の
下
段
に
、
建
立
世
話
人
は
松
本
真
平
、
西
村
徳
太
郎
、
太
田
重
蔵
、
恩
田
彦
兵
衛
、
風
間
淺
五
郎
の
五
名
が
記
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さ
れ
、
そ
の
上
に
は
地
域
の
一
八
三
名
の
寄
附
者
名
前
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
地
域
の
人
び
と
か
ら
の
「
厚
意
」
で
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）1（
（
。
だ
が
、
そ
の
内
容
は
有
章
の
既
述
履
歴
と
資
料
１
と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
。
し
か
も
、
か
つ
て
紹
介
さ
れ
た
活
字
化
碑
文
は
誤
字
、
脱
字
も
散
見
さ
れ
る）11
（
。
そ
れ
ら
を
訂
正
し
て
採
録
し
、
従
来
の
記
述
で
ぬ
け
落
ち
た
事
項
「
折
學
社
」
と
碑
文
の
選
者
に
つ
い
て
、
補
足
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
資
料
２
の
碑
文
改
行
部
分
は
斜
線
（
／
）、
誤
記
訂
正
部
分
が
傍
線
（　
）、採
録
欠
落
部
分
が
亀
甲
カ
ッ
コ
（〔　
〕）
で
示
す
。
資
料
２
林
翁
紀
德
〔
之
〕
碑
　
　
貴
族
院
議
長
正
二
位
勲
一
等
公
爵
德
川
家
達
篆
額
熊
谷
爲
武
之
名
邑
、
邑
南
有
隄
、
隄
上
皆
櫻
、
春
風
被
野
、
千
樹
競
英
、
則
衣
香
鞭
影
、
紛
紛
沓
／
至
、
拂
彩
雲
、
踏
暖
雪
、
徘
徊
忘
歸
者
、
毎
歳
不
下
三
十
萬
、
世
媲
之
吉
野
小
金
井
、
稱
爲
三
勝
、
／
不
誣
矣
、
而
其
致
能
然
者
、
林
翁
櫻
雲
之
力
居
多
焉
、
翁
名
有
章
、
字
子
慶
、
號
幽
嶂
、
櫻
雲
其
／
別
號
也
、
世
家
於
熊
谷
、
弱
冠
爲
折
學
社
幹
事
、
又
參
畫
邑
政
、
出
仕
大
藏
省
歴
任
埼
玉
／
縣
北
葛
飾
北
埼
玉
児
玉
三
郡
長
、
有
廉
幹
之
譽
、
敍
從
六
位
、
明
治
三
十
六
年
、
辭
官
歸
里
、
／
先
是
櫻
樹
年
老
多
朽
枯
、
勝
區
漸
爲
荒
廢
、
翁
深
慨
之
、
與
同
志
者
謀
、
購
名
種
而
移
植
之
、
／
然
摧
折
相
繼
、
人
以
爲
憾
、
至
是
與
竹
井
澹
如
等
議
、
剏
保
勝
會
、
請
官
修
堤
擴
路
、
務
講
保
／
護
之
法
、
又
設
樓
閣
、
以
便
遊
覧
、
翁
爲
櫻
樹
致
力
者
、
前
後
實
三
十
年
、
現
爲
保
勝
會
頭
、
爲
／
人
誠
篤
、
容
恭
而
言
温
、
好
學
工
書
喜
與
騒
人
韻
士
遊
、
所
作
文
詩
歌
謡
、
總
托
諸
櫻
、
遂
〔
至
〕
／
以
爲
別
號
、
人
因
稱
曰
是
翁
之
櫻
耶
、
櫻
之
翁
耶
、
蓋
其
〔
錦
繡
之
腸
雅
潔
之
操
與
櫻
花
有
〕
／
所
相
契
也
、
昔
者
林
和
靖
愛
梅
、
結
盧
孤
山
之
下
、
諷
詠
自
適
、
今
翁
愛
櫻
、
急
流
勇
退
、
角
巾
／
野
服
、
周
旋
乎
名
花
之
間
、
其
情
何
異
和
靖
、
然
則
熊
谷
者
其
翁
之
孤
山
也
歟
、
乃
者
郷
人
／
以
其
地
著
聞
、
而
保
勝
蒙
利
、
爲
翁
之
德
也
、
欲
勒
之
貞
珉
、
圖
不
朽
、
來
索
予
文
、
予
己
憙
翁
／
之
風
、
今
又
嘉
有
此
擧
、
因
記
其
由
、
係
以
頌
曰
花
之
馨
兮　
維
國
之
祥　
翁
之
德
兮　
維
郷
之
望　
有
屹
豐
碑
嘉
績
彰
彰　
蒼
靈
自
東　
隄
樹
騰
光　
勿
翦
勿
折　
永
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比
甘
棠
大
正
十
四
年
三
月
一
日
樞
密
顧
問
官
正
三
位
勲
一
等
法
學
博
士
平
沼
騏
一
郎
撰
宮
内
省
御
歌
所
日
勤
寄
人
正
五
位
勲
四
等
坂　
正
臣
書
石
碑
の
篆
額
は
貴
族
院
議
長
の
公
爵
德
川
家
達
、
石
碑
上
部
に
右
か
ら
三
列
に
わ
た
っ
て
「
林
翁
／
紀
德
／
之
碑
」
と
あ
る
。
本
文
が
一
四
行
、
詩
文
が
二
行
、
建
立
は
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
三
月
一
日
、
撰
文
は
枢
密
顧
問
官
で
法
学
博
士
の
平
沼
騏
一
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
五
二
）
で
あ
る
。
撰
文
の
平
沼
は
、
賴
三
郎
が
属
す
る
司
法
省
で
は
上
司
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
司
法
次
官
、
一
二
年
検
事
総
長
、
二
一
年
大
審
院
長
、
二
三
年
司
法
大
臣
に
挙
げ
ら
れ
て
、
二
四
年
に
は
枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
た）11
（
。
司
法
省
は
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
の
、
第
一
次
西
園
寺
公
望
内
閣
の
松
田
正
久
法
相
が
就
任
し
て
か
ら
「
政
友
会
の
勢
力
が
扶
植
」
さ
れ
、
そ
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
鈴
木
喜
三
郎
と
平
沼
騏
一
郎
が
そ
の
「
中
堅
」
と
な
る
や
、
い
わ
ゆ
る
「
鈴
木
平
沼
閥
」
を
固
め
、
そ
の
勢
力
を
張
っ
た
も
の
で
あ
る）11
（
。
平
沼
の
検
事
総
長
時
代
、
司
法
省
内
に
「
刑
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
」
が
置
か
れ）11
（
、
刑
事
局
長
の
賴
三
郎
は
同
委
員
に
就
く
。
二
二
年
五
月
に
、
刑
事
訴
訟
法
改
正
は
公
布
を
み
た
。
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
建
立
の
時
期
と
い
う
の
は
、
鈴
木
喜
三
郎
法
相
の
も
と
で
賴
三
郎
が
司
法
次
官
に
昇
任
し
た
二
か
月
後
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
平
沼
や
賴
三
郎
ら
が
前
後
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
「
参
与
」
し
た
念
願
の
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
事
業
は
両
者
の
結
び
つ
き
を
強
固
に
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
撰
文
の
依
頼
は
賴
三
郎
が
担
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
平
沼
は
の
ち
に
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
五
月
二
十
八
日
、
国
本
社
の
熊
谷
支
部
発
会
式
に
会
長
と
し
て
臨
場
し
た
と
き
、
こ
の
碑
文
の
建
立
地
を
訪
れ
、
有
章
、
賴
三
郎
と
と
も
に
記
念
撮
影
に
納
ま
っ
た）11
（
。
と
こ
ろ
で
、
碑
文
の
四
行
目
に
あ
る
「
折
學
社
」
と
は
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）、
埼
玉
県
庁
か
ら
変
則
中
学
の
設
立
許
可
を
え
て
、
授
業
を
開
始
し
た
学
校
で
あ
る
。
竹
井
澹
如
が
上
京
し
物
色
し
た
大
竹
政
正
を
先
生
と
し
て
発
足
し
た
学
堂
名
で
あ
る）11
（
。
有
章
は
学
社
幹
事
と
し
て
五
年
八
か
月
を
務
め
て
、
熊
谷
地
域
の
「
中
等
教
育
の
中
堅
」
を
支
え
た
。
そ
れ
は
、
竹
井
を
先
導
者
と
し
て
、
若
き
有
章
た
ち
が
随
伴
し
た
と
い
え
る
。
竹
井
は
熊
谷
県
の
設
置
を
建
白
し
て
目
的
を
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達
成
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
つ
と
に
板
垣
退
助
、
後
藤
象
二
郎
ら
と
交
わ
り
、
自
由
民
権
の
説
を
唱
道
し
た
。
熊
谷
の
板
垣
と
い
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る）11
（
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
有
章
は
幼
少
期
か
ら
二
〇
歳
近
く
年
長
の
竹
井
澹
如
の
許
に
出
入
り
し
て
、
青
年
時
代
で
も
「
非
常
な
眷
顧
」
を
受
け
た
の
み
な
ら
ず
、
竹
井
か
ら
も
深
く
「
信
頼
」
を
え
た
関
係
で
あ
る）11
（
。
有
章
の
号
「
幽
嶂
」
は
、
竹
井
の
号
「
幽
谷
」
に
由
縁
す
る
と
も
思
わ
れ
、
そ
の
慕
う
度
合
と
関
係
の
深
さ
を
表
徴
し
て
あ
ま
り
あ
る
。
碑
文
の
な
か
で
「
翁
之
櫻
」
か
「
櫻
之
翁
」
か
と
記
さ
れ
て
い
る
「
翁
」
と
は
、
竹
井
と
有
章
の
功
績
か
ら
い
え
ば
、
二
重
写
し
に
し
た
意
味
あ
い
で
、
竹
井
で
も
有
章
で
も
よ
い
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
吉
野
、
小
金
井
と
並
び
て
熊
谷
が
、
日
本
三
大
桜
の
名
所
と
世
に
称
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
ふ
た
り
の
主
導
的
な
尽
力
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
―
―
墓
石
Ａ
と
墓
石
Ｄ
を
次
号
へ
の
結
節
点
と
し
て
―
―
林
氏
墓
所
は
、
門
柱
か
ら
み
て
正
面
に
あ
る
の
が
墓
石
Ａ
「
林
家
累
代
之
墓
」
で
あ
る
。
そ
の
両
脇
を
固
め
る
の
は
、
左
が
有
章
夫
妻
の
墓
石
、
右
が
有
章
の
父
「
由
右
衛
門
」
墓
石
で
あ
る
。
門
柱
か
ら
み
て
右
側
に
あ
る
の
が
墓
石
Ｄ
で
あ
る
。
墓
石
の
古
さ
を
優
先
す
る
と
、
ま
ず
墓
石
Ｄ
を
解
説
す
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
純
忠
院
烈
譽
晃
勲
居
士
〔
正
面
〕
　
　
〔
右
〕
衛
生
上
等
兵　
林　
晃
彦
　
　
〔
左
〕
施
主　
林
賴
三
郎
林
晃
彦
は
有
章
次
女
「
文
子
」
の
嫁
ぎ
先
、
三
田
昌
治
の
四
男
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
六
月
一
七
日
生
れ
、
賴
三
郎
夫
妻
に
子
女
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
二
〇
年
に
は
賴
三
郎
の
養
子
と
な
っ
た
。
病
身
で
あ
っ
た
長
女
「
さ
だ
」
は
熊
谷
の
有
章
邸
で
晃
彦
を
育
て
、
中
央
大
学
予
科
に
進
学
し
た
。
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
八
月
五
日
、
出
兵
先
の
南
方
方
面
で
戦
病
死
し
た）11
（
。
だ
が
、
こ
の
墓
石
Ｄ
を
み
る
と
、
晃
彦
が
い
つ
死
去
し
た
か
の
刻
印
は
な
い
。
異
形
な
墓
石
で
あ
る
。
純
粋
で
、
国
民
の
義
務
を
忠
実
に
は
た
し
て
い
た
養
嗣
子
が
、
戦
病
死
と
い
う
か
た
ち
で
迎
え
い
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
賴
三
郎
を
し
て
、
い
か
に
無
念
で
な
ら
な
か
っ
た
か
を
如
実
に
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も
の
が
た
っ
て
い
る
。
法
律
家
と
し
て
の
賴
三
郎
は
複
雑
で
、
養
父
と
し
て
は
内
面
奥
深
く
、
戦
争
へ
の
義
憤
を
抱
き
つ
つ
、
晃
彦
の
戦
病
死
の
日
付
を
記
し
た
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
み
る
の
は
墓
石
Ａ
で
あ
る
。
林
家
累
代
之
墓
〔
正
面
〕
法
林
院
殿
誠
温
梅
堂
大
居
士　
昭
和
三
十
三
年
五
月
七
日
逝
俗
名
賴
三
郎
行
年
八
十
一
才
白
雲
院
静
譽
貞
順
大
姉　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
六
日
逝
俗
名
さ
だ
行
年
七
十
六
才
〔
裏
〕　
昭
和
三
十
四
年
五
月
建
之
　
　
　
　
　
　
　
　
施
主　
　
　
林　
裕
林
氏
墓
所
の
、
い
わ
ば
正
面
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
古
色
蒼
然
と
し
た
そ
の
他
の
墓
石
に
く
ら
べ
る
と
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
墓
石
で
あ
る
。
墓
石
の
立
ち
位
置
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
墓
石
Ａ
は
林
氏
墓
所
の
中
心
的
存
在
と
い
え
る
。
こ
の
位
置
は
誰
が
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
養
父
の
有
章
に
し
て
み
れ
ば
、
養
嗣
子
の
賴
三
郎
は
累
世
の
「
一
門
の
光
栄
」
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
中
心
的
な
そ
の
場
を
写真３　「故中央大学総長林頼三郎大学葬」
（中央大学大学史資料課所蔵）　　　  　
林賴三郎の中央大学葬が1958年5月15日、大学会館で執りおこなわれ、大学から自宅
に向かうところ。中央先頭から４人目で遺骨をもつのは喪主の林裕、未亡人が分骨、
そのほかの遺族が位牌、遺影をもつ。
― 64 ―
設
定
し
た
と
し
て
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
墓
石
正
面
か
ら
向
か
っ
て
右
の
側
面
に
は
、
賴
三
郎
と
妻
「
さ
だ
」
の
院
号
と
死
去
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
の
裏
面
は
、
墓
石
の
建
立
日
と
施
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
賴
三
郎
が
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
三
月
九
日
に
、
廣
田
弘
毅
内
閣
の
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
。
こ
の
と
き
、
妻
の
さ
だ
は
「
八
、
九
年
来
の
病
身
」
を
郷
里
の
熊
谷
に
療
養
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
も
の
の）1（
（
、
さ
だ
が
死
去
し
た
の
は
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
一
二
月
一
六
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
賴
三
郎
が
死
去
す
る
三
年
前
で
、
そ
の
間
、
墓
石
は
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
養
父
の
林
有
章
を
中
心
に
し
て
検
討
し
て
く
る
と
、
養
嗣
子
の
賴
三
郎
は
、
養
父
の
存
在
と
後
楯
を
抜
き
に
し
て
〝光
栄
〟
の
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
施
主
の
「
林
裕
」
に
つ
い
て
は
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
て
、
い
く
つ
か
の
不
明
と
検
討
課
題
を
抱
え
つ
つ
、
む
す
び
と
し
た
い
。
註（１
）
拙
稿
「
横
浜
専
門
学
校
の
奨
学
会
と
構
図
」（『
神
奈
川
大
学
史
紀
要
』
第
４
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
）。
こ
の
要
約
版
は
拙
稿
「
横
浜
専
門
学
校
と
横
浜
の
政
財
界
―
奨
学
会
の
給
費
生
制
度
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
編
『
神
奈
川
大
学
人
物
誌　
横
浜
専
門
学
校
編
―
神
奈
川
大
学
創
立
90
周
年
記
念
』、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
で
あ
る
。
（
２
）
墓
地
名
は
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
の
木
内
好
信
室
長
に
お
聞
き
し
て
、
出
向
く
。
だ
が
、
現
地
に
疎
く
、
地
域
の
遠
近
距
離
も
定
か
で
な
い
。
寺
院
名
「
熊
谷
寺
」
は
「
ユ
ウ
コ
ク
ジ
」
と
読
む
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
一
九
年
四
月
二
五
日
、
埼
玉
県
行
田
市
の
旧
忍
藩
城
下
を
歩
き
め
ぐ
り
、
熊
谷
市
の
熊
谷
駅
で
下
車
し
た
。
こ
の
と
き
、
両
地
域
が
旧
忍
藩
領
域
で
あ
っ
た
と
は
知
ら
ず
に
、
な
ぜ
市
域
が
ち
が
う
か
と
不
思
議
に
想
っ
て
の
移
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
お
き
た
い
。
（
３
）
林
有
章
『
幽
嶂
閑
話
』
林
有
章
〔
私
家
版
〕、
一
九
三
五
年
、
二
五
四
、
二
五
九
、
四
〇
七
頁
。
（
４
）
同
右
、
四
〇
八
頁
。
（
５
）
林
義
男
、
春
枝
ご
夫
妻
の
談
話
（
二
〇
一
九
年
九
月
七
日
）。
（
６
）
林
義
男
氏
所
蔵
文
書
。
（
７
）
熊
谷
市
文
化
財
一
覧
（
熊
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
よ
る
。
二
〇
一
九
年
末
の
文
化
財
一
覧
に
よ
れ
ば
、
国
指
定
が
八
件
、
県
指
定
が
四
一
件
、
市
指
定
は
二
四
六
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
竹
井
澹
如
が
一
七
世
紀
前
半
期
の
元
和
年
間
か
ら
あ
っ
た
池
を
名
園
に
育
て
あ
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げ
た
「
星
溪
園
」
は
、
一
九
五
四
年
の
文
化
の
日
に
熊
谷
市
指
定
史
跡
の
認
定
を
受
け
た
。
（
８
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
二
六
〇
頁
。
こ
の
建
物
は
一
九
二
四
年
五
月
一
三
日
、
災
に
あ
っ
て
烏
有
に
帰
し
た
。
（
９
）
同
右
、
五
四
七
～
五
四
八
頁
。
当
時
、
鎌
倉
町
の
自
宅
庭
に
「
百
碑
紀
念
林
有
章
翁
壽
像
」
を
贈
ら
れ
た
。
（
10
）
同
右
、
四
六
九
頁
。
有
章
は
「
相
続
人
」
に
〈
あ
と
と
り
〉
と
ル
ビ
を
つ
け
て
い
る
。
（
11
）
同
右
、
五
二
六
頁
。
（
12
）
大
沢
俊
吉
『
林
頼
三
郎
伝
』
埼
玉
県
立
文
化
会
館
、
一
九
五
九
年
、
八
八
頁
。
こ
の
伝
記
は
、
埼
玉
県
「
郷
土
の
青
少
年
の
向
上
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
願
」
っ
て
出
版
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
（
二
二
四
頁
）、
賴
三
郎
の
「
賴
」
は
当
用
漢
字
「
頼
」
に
直
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
著
者
は
、
賴
三
郎
と
「
私
の
祖
母
の
親
類
」
に
あ
た
っ
て
い
た
と
は
い
え
（「
は
じ
め
に
」）、
潤
色
を
さ
け
た
叙
述
が
き
わ
だ
ち
信
頼
が
お
け
る
。
こ
の
県
立
文
化
会
館
版
が
五
九
年
三
月
二
〇
日
に
発
行
さ
れ
る
や
、
東
京
の
「
偉
人
伝
文
庫
」
を
出
版
す
る
ポ
プ
ラ
社
は
五
九
年
五
月
一
〇
日
付
で
、
同
版
型
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
林
頼
三
郎
伝
』
を
出
版
し
た
。
印
刷
所
は
、
両
作
品
と
も
東
京
の
神
田
三
崎
町
「
須
藤
印
刷
株
式
会
社
」
で
、
本
文
の
頁
数
も
同
じ
で
あ
る
。
（
13
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
三
七
六
頁
。
（
14
）
同
右
、
五
五
三
頁
に
も
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
（
15
）「
故
林
総
長
履
歴
」（『
中
央
大
学
学
報
』
第
二
一
巻
第
四
号
、
一
九
五
八
年
七
月
、
六
四
～
六
七
頁
）。
以
下
の
叙
述
で
は
賴
三
郎
の
履
歴
に
ふ
れ
る
と
き
、
こ
れ
に
よ
る
。
法
学
博
士
会
は
二
〇
年
三
月
二
七
日
、
推
薦
候
補
者
六
八
名
に
た
い
す
る
投
票
に
移
り
一
一
名
が
当
選
し
た
。
末
廣
厳
太
郎
、
二
上
平
治
、
江
木
翼
、
鈴
木
英
太
郎
、
松
田
道
一
、
林
賴
三
郎
（
主
論
文
「
予
備
罪
と
中
止
犯
と
の
関
係
を
論
ず
」）、
馬
場
鍈
一
、
飯
島
喬
兵
、
和
仁
貞
吉
、
堀
江
専
一
郎
、
岩
田
一
郎
で
あ
る
（『
読
売
新
聞
』
一
九
二
〇
年
三
月
二
八
日
、
五
面
）。
（
16
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
四
七
四
頁
。
（
17
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
七
年
四
月
二
七
日
、
七
面
（
東
京
市
内
版
）。
（
18
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
三
月
一
七
日
、
四
面
、
読
点
は
引
用
者
が
く
わ
え
た
。
（
19
）
同
右
、
読
点
は
原
文
。
（
20
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
五
四
頁
。
（
21
）
同
右
、
五
五
五
頁
。
（
22
）
資
料
「
元
郡
吏
履
歴
」
七
ノ
十
四
（
埼
玉
県
行
政
文
書
／
明
１
９
３
５
―
３
１
、
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
）
に
よ
る
。
（
23
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
四
九
二
頁
。
（
24
）
資
料
「
郡
長
試
験
関
係
書
類
」（
明
９
６
５
、
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
）。
（
25
）『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
年
省
令
、
内
務
省
省
令
第
五
号
、
明
治
二
〇
年
一
二
月
二
九
日
「
郡
区
長
試
験
条
規
」
第
二
条
、
一
二
九
頁
。
（
26
）
投
書
記
事
は
未
見
、
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
四
九
四
頁
。
（
27
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
四
九
四
～
四
九
五
頁
。
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（
28
）
前
掲
「
郡
長
試
験
関
係
書
類
」。
（
29
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
四
九
三
～
四
九
四
頁
。
（
30
）
同
右
、
四
九
五
～
四
九
七
頁
。
（
31
）
同
右
、
五
二
六
～
五
二
七
頁
。
（
32
）
同
右
、
五
〇
二
～
五
〇
三
頁
。
（
33
）
同
右
、
五
〇
四
頁
。
郡
区
長
試
験
科
目
は
「
就
職
ス
ヘ
キ
地
方
ノ
風
土
慣
例
及
物
産
」「
郡
区
長
職
務
ニ
必
要
ナ
ル
法
令
」「
郡
区
長
職
務
ニ
関
ス
ル
公
文
ノ
立
案
」
の
三
点
で
（
前
掲
『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
年
省
令
、
第
一
条
、
一
二
九
頁
）、
有
章
に
と
っ
て
郷
里
の
埼
玉
県
と
大
蔵
省
で
の
経
験
と
知
見
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
（
34
）
前
掲
「
郡
長
試
験
関
係
書
類
」。
郡
区
長
試
験
は
、
筆
記
と
口
述
の
二
様
で
あ
っ
た
。
試
験
は
「
受
験
人
ノ
果
シ
テ
郡
区
長
職
務
ニ
必
要
ナ
ル
法
律
命
令
ヲ
実
務
ニ
応
用
シ
及
之
ヲ
口
述
ス
ル
ニ
確
実
敏
捷
ナ
ル
ヤ
否
ヲ
試
験
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
兼
テ
其
言
語
動
作
適
正
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
考
察
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
（
同
右
）。
試
験
委
員
長
は
内
務
次
官
の
芳
川
顯
正
で
、
試
験
委
員
が
渡
邊
國
武
、
末
松
謙
澄
ら
で
あ
っ
た
。
（
35
）『
官
報
』
第
一
六
〇
一
号
、
明
治
二
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
二
九
六
頁
。
（
36
）
同
右
、
第
一
九
四
〇
号
、
明
治
二
二
年
一
二
月
一
四
日
、
一
四
九
頁
。
阪
本
與
惣
次
郎
は
前
任
の
天
野
三
郎
に
代
わ
り
、
北
埼
玉
郡
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
（
37
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
一
四
頁
。
（
38
）
前
掲
『
林
頼
三
郎
伝
』、
六
三
、
六
九
頁
。
（
39
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
二
六
頁
。
（
40
）
同
右
、
五
三
九
頁
。
（
41
）
同
右
。
日
清
戦
争
後
も
、
埼
玉
県
庁
関
係
者
は
従
軍
者
家
族
賑
恤
と
し
て
寄
附
金
を
出
し
あ
っ
た
。
千
福
知
事
が
寄
附
最
高
額
の
一
二
円
五
〇
銭
で
、
北
埼
玉
郡
長
で
あ
っ
た
林
有
章
が
八
〇
銭
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
（
資
料
「
褒
章
（
27
・
28
年
事
件
各
省
往
復
）」
明
１
９
３
４
―
１
、
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
）、
知
事
と
郡
長
と
の
身
分
的
待
遇
の
ち
が
い
は
大
き
い
。
だ
が
、
ふ
た
り
の
や
り
と
り
を
み
る
と
、
当
時
の
千
福
知
事
と
林
有
章
郡
長
と
の
関
係
が
緊
密
で
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
42
）『
法
令
全
書
』
明
治
三
二
年
三
月
「
勅
令
第
六
十
二
号
」、
七
二
～
七
三
頁
。
（
43
）『
法
令
全
書
』
明
治
三
三
年
三
月
「
勅
令
第
九
十
三
号
」、
一
一
二
頁
。
（
44
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
四
〇
頁
。
（
45
）
同
右
、
五
二
九
頁
。
（
46
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
四
一
頁
。
引
用
中
「
第
二
の
機
会
」
に
は
強
調
点
が
あ
る
。
（
47
）
同
右
、
五
四
二
頁
。
（
48
）
林
有
章
『
名
勝
熊
谷
櫻
』
西
村
徳
太
郎
〔
非
売
品
〕、
一
九
二
八
年
、
四
五
～
四
六
頁
に
は
、
こ
の
碑
文
の
刻
印
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
刻
印
文
に
は
誤
字
、
脱
落
字
が
あ
る
。
あ
え
て
全
文
を
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採
録
し
て
収
載
し
た
。
（
49
）
同
右
、
四
三
頁
。
（
50
）
同
右
、
八
四
～
八
五
頁
。
（
51
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
五
四
九
頁
。
寄
附
者
の
人
数
は
片
倉
製
糸
紡
績
株
式
会
社
石
原
製
糸
所
を
は
じ
め
、
わ
た
く
し
が
数
え
た
数
値
で
あ
る
。
（
52
）
同
右
、
五
五
〇
～
五
五
二
頁
。
（
53
）『
人
事
興
信
録
』
昭
和
三
年
版
、
人
事
興
信
所
、
ヒ
四
四
頁
、
岩
崎
榮
『
平
沼
騏
一
郎
傳
』
偕
成
社
、
一
九
三
九
年
、
二
九
三
頁
。
（
54
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
市
内
版
、
一
九
二
五
年
八
月
一
五
日
、
二
面
。
（
55
）
平
沼
騏
一
郎
『
新
刑
事
訴
訟
法
要
論
』
日
本
大
学
、
一
九
二
二
年
、
自
敍
四
頁
。
（
56
）『
国
本
新
聞
』
一
九
二
七
年
六
月
一
〇
日
一
面
〔
支
部
設
立
記
事
〕、
同
六
月
二
〇
日
一
面
〔
記
念
写
真
撮
影
〕。
こ
の
熊
谷
支
部
が
設
立
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
賴
三
郎
は
「
専
ら
奔
走
」
し
て
、
五
月
五
日
に
国
本
社
を
訪
問
し
「
打
合
せ
」
を
し
た
（
同
右
、
二
七
年
五
月
一
〇
日
、
一
面
）。
こ
の
動
き
を
み
る
と
、
平
沼
騏
一
郎
と
賴
三
郎
と
の
密
接
な
関
係
性
が
浮
上
す
る
。
そ
の
時
期
は
、
賴
三
郎
が
司
法
次
官
を
外
さ
れ
て
〝
左
遷
〟
の
憂
き
目
を
み
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
本
社
は
「
日
本
の
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
代
表
的
な
も
の
」
と
み
ら
れ
て
い
た
（
前
掲
『
平
沼
騏
一
郎
傳
』、
二
八
〇
～
二
八
一
頁
）。
平
沼
は
無
理
に
押
さ
れ
会
長
と
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
立
脚
点
は
「
現
今
政
治
家
と
称
す
る
一
部
の
人
士
は
、
醜
陋
な
る
政
争
に
没
頭
し
て
、
殆
ん
ど
寝
食
を
忘
る
ゝ
の
観
が
あ
る
。
（
中
略
）
自
覚
一
番
し
て
斯
の
如
き
紛
争
の
圏
外
に
超
出
し
、
公
正
な
る
立
場
か
ら
彼
等
の
行
動
を
監
視
批
判
し
、
我
立
憲
政
治
の
妙
論
を
発
揮
し
、
以
て
輔
翼
の
実
を
挙
ぐ
べ
き
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
内
包
し
て
い
た
（
平
沼
騏
一
郎
「
政
治
の
常
道
」『
国
本
』
第
七
巻
一
号
、
一
九
二
七
年
一
月
、
五
頁
）。
司
法
省
で
は
国
本
社
の
幹
部
と
し
て
は
鈴
木
喜
三
郎
（
理
事
）、
小
山
松
吉
（
理
事
）、
小
原
直
（
理
事
）、
林
賴
三
郎
（
評
議
員
）
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
を
む
け
る
必
要
が
あ
る
。
（
57
）
前
掲
『
幽
嶂
閑
話
』、
二
三
五
頁
。
（
58
）
同
右
、
四
三
三
頁
。
（
59
）
同
右
、
四
三
六
頁
。
（
60
）
前
掲
『
林
頼
三
郎
伝
』、
二
一
七
頁
。
（
61
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
三
月
一
〇
日
、
二
面
。
［
付
記
］本稿
の
調
査
段
階
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
六
年
創
業
の
野
口
石
材
店
の
野
口
孝
氏
、
有
章
が
村
社
か
ら
県
社
に
格
上
げ
す
る
の
に
尽
力
し
た
高
城
神
社
の
福
井
千
秋
宮
司
、
ご
遺
族
の
林
義
男
、
春
枝
ご
夫
妻
、
林
賴
之
氏
で
あ
る
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
写
真
資
料
で
は
中
央
大
学
大
学
史
資
料
課
、
編
集
で
は
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
の
諸
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
